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60 分でわかる旧約聖書（31） 「オバデヤ書」 
 

1．はじめに 
  （1）オバデヤ書の位置づけ 
    ①大預言書（the Major Prophets） 
      ＊イザヤ書、エレミヤ書、哀歌、エゼキエル書、ダニエル書 
    ②小預言書（the Minor Prophets） 
  ＊ホセア書からマラキ書までの 12 書。 
    ③オバデヤ書は、捕囚期前預言書（12）のひとつである。 

      ④旧約聖書で最も短い書である。21 節しかない。 
⑤ほぼ無視されている預言書である。 
  ＊新約聖書にも引用されていない。 
⑥しかし、この書のテーマは多岐にわたっているので、軽視できない。 
  ＊神の正義について、学ぶことができる。 

 
    （2）オバデヤ書の著者 
      ①旧約聖書には、オバデヤという名の人物が少なくとも 12 人いる。 

②しかし、この書の著者オバデヤに関しては、何も知られていない。 
＊オバデヤとは、「【主】（ヤハウェ）のしもべ」という意味である。 

③彼は、【主】のしもべとして「幻」を見せられ、それをそのまま語っている。 
④すべての預言者が幻を通して主からの語りかけを受けるわけではない。 
⑤彼の場合は、幻によって未来の出来事を見ることができた。 
⑤彼が活動した地は、エルサレムを中心としたユダの地である。 

 
（3）執筆年代については諸説ある。 

①オバデヤは、エレミヤよりも前の預言者である。 
＊オバ 1〜4 節は、エレ 49：14〜16 に引用されている。 
＊オバ 5〜6 節は、エレ 49：9〜10 に引用されている。 

②オバデヤは、ヨエルよりも前の預言者である。 
＊オバ 17 節は、ヨエ 2：32 に引用されている。 

      ③10〜14 節は、エルサレムに起こったある悲劇的な出来事への言及である。 
＊これには 2 つの可能性がある。 
＊ヨラム王の時代（前 845 年）に起こったペリシテ人とアラビヤ人によ 
るエルサレム侵略（2 歴 21：16〜17） 
＊前 605〜586 年に起こったネブカデネザル王による侵略（2 列 24：1 以 
下） 
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＊オバデヤがヨエルやエレミヤよりも前の預言者であることを考えると、 
前者の可能性が高いと思われる。 
＊オバデヤ書は、前 845 年前後に執筆されたと考えてよいだろう。 

      ④オバデヤは、小預言書の 12人の預言者の中で最初に登場する預言者である。 
 
    （4）オバデヤ書のテーマ 
      ①イスラエルに敵対する不信仰な異邦人に下る裁き 
      ②信仰を持つイスラエルに与えられる神の恵み 
      ③以上の 2 点は、旧約聖書の預言書に共通したテーマである。 
      ④オバデヤ書は、旧約聖書の預言書のミニチュア版である。 
 
  2．アウトライン 
    Ⅰ．エドムに下る裁き（1～9 節） 
    Ⅱ．裁きの理由（10～14 節） 
    Ⅲ．裁きの時期（15～16 節） 
    Ⅳ. メシア的王国（千年王国）の預言（17～21 節） 
 
 
オバデヤ書の内容について学ぶ。 
Ⅰ．エドムに下る裁き（1～9 節） 
  1. 1 節 
Oba 1:1  オバデヤの幻。／神である主は、エドムについてこう仰せられる。／私たちは【主】

から知らせを聞いた。／使者が国々の間に送られた。／「立ち上がれ。エドムに立ち向かい

戦おう。」 
 
  2. エドムとイスラエルは、親戚同士である。 
    （1）イサクからエサウとヤコブが誕生した。 

①エドムは、エサウの子孫である。 
②イスラエルは、ヤコブの子孫である。 
③エドムとイスラエルは、激しく敵対し合った。 
④この書では、エドムとエサウとは同義語として使われている。 

 
（2）モアブとアモンは、ロトの子孫である。 

①彼らは、イスラエルと従兄弟の関係にあった。 
②しかし、エドムはイスラエルと兄弟の関係にあった。 
③モアブとアモンもイスラエルに敵対したが、エドムの方がその敵対ぶりは 
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徹底していた。 
 
    （3）エドムに厳しい裁きが下る理由 
      ①傲慢のゆえに、神に敵対した。 
      ②神の選びの民に敵対した。 
      ③兄弟関係にある民に敵対した。 
      ④旧約聖書では、他のいかなる民族よりも、エドムに対する裁きが一番多く預 

言されている。 
 
  3. 「使者」が国々の間に送られている。 

（1）天使とも、人間の使者とも取れる。 
①使者が語る【主】からのメッセージは、エドムに立ち向かい戦えということ。 

 
    （2）この時のエドムの心は、高慢に満ちていた。 

①彼らは、岩の裂け目に住み、高い所を住まいとしていた。 
②そこはセイル山、つまり現在のヨルダン南部の地域である。 
③そこには、ボズラ（現在のペトラ）という町がある。 
④岩間にできた難攻不落の町である。 

Oba 1:3  あなたの心の高慢は自分自身を欺いた。／あなたは岩の裂け目に住み、高い所を

住まいとし、／「だれが私を地に引きずり降ろせようか」と／心のうちに言っている。 
 
    （3）しかし、彼らが誇りとしていたものは、彼らにとっては罠となった。 

①神以外のものに信頼するなら、必ず失望させられる。 
Oba 1:4  あなたが鷲のように高く上っても、／星の間に巣を作っても、／わたしはそこか

ら引き降ろす。／──【主】の御告げ── 
 
  4. 徹底的な裁きが預言される。 
    （1）どんな盗人でも強盗でも、完全に奪い去るということはなく、取り残しの実 

を残していくものである。 
      ①しかし、エサウ（エドム）の場合は、完全に略奪される。 
 

（2）同盟国の者たちは、うわべだけ友好的な態度を見せる。 
①最後になると、親しい友や、エドムによって養われていた者たちが、エドム 
を裏切り、罠を仕掛けるようになる。 

 
（3）エドムに下る裁きは、極めて厳しいものとなる。 
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①彼らは、民族として存在しなくなる。 
Oba 1:9  テマンよ。あなたの勇士たちはおびえる。／虐殺によって、エサウの山から、／

ひとり残らず絶やされよう。 
      ②どのように堅固な砦に守られていても、神に信頼を置かない者の人生は、哀 

れである。 
③今日、ペトラの遺跡を訪問する者たちは、その遺跡の壮大さに仰天すると同 
時に、地上の栄華がいかにはかないものであるかを悟るのである。 

 
Ⅱ．裁きの理由（10～14 節） 
  1. 兄弟が兄弟に対して犯す罪 
    （1）エドムがイスラエルを苦しめるのは、兄弟が兄弟に対して犯す罪である。 

①「あなたの兄弟、ヤコブへの暴虐」 
②しかもこの場合は、双子の兄弟である。 

 
（2）エドムの敵対心は、すでに民数記 14 章に記録されている。 

①エジプトを出たイスラエルの民は、エドムの地を通過して約束の地に向か 
う計画を立てた。 
②エドムはそれを承認せず、イスラエルの民を追い返した。 

 
    （3）エゼ 35：1〜5 にも、エドムに対する裁きが預言されている。 
Eze 35:5  おまえはいつまでも敵意を抱き、イスラエル人が災難に会うとき、彼らの最後の

刑罰の時、彼らを剣に渡した。 
 
  2. エドムが犯した 6 つの罪 

（1）エドムは、兄弟であるヤコブ（イスラエル）への暴虐のために、永遠に絶や 
される（10 節）。 
 
（2）エドムは、外国人（ペリシテ人とアラビヤ人）がエルサレムを略奪した日に、 
ヤコブを助けようとはせず、外国人の仲間のような顔をして知らぬ顔で立ってい 
た（11 節）。 
 
（3）エドムは、ユダの子らの滅び（ヤコブの滅び）を喜んでいた（12 節）。 
 
（4）エドムは、外国人が去った後にエルサレムに入り、そこに残されたものを略 
奪した（13 節）。 
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（5）エドムは、逃亡しようとしているイスラエル人の前に立ちはだかり、妨害し 
た（14 節）。 
 
（6）エドムは、逃亡しようとしているイスラエル人を逮捕し、彼らを捕虜として 
ペリシテ人やアラビヤ人に引き渡した。 

 
  3. アブラハム契約の原則 
    （1）エドムの罪は、2 倍重い罪であった。 

①彼らは、契約の民イスラエルに敵対した。 
②またこれは、兄弟に対する罪でもあった。 

 
（2）イスラエルをのろう者は、のろわれる。 

Gen 12:3  あなたを祝福する者をわたしは祝福し、／あなたをのろう者をわたしはのろう。

／地上のすべての民族は、／あなたによって祝福される。」 
①この約束は、今も有効である。 
 

 
Ⅲ．裁きの時期（15～16 節） 
  1. エドムに対する裁きが成就するのは、「【主】（ヤハウェ）の日」である。 
    （1）「【主】の日」とは、神の裁きがイスラエルと諸国民の上に下る日のこと。 

①それは、メシア的王国（千年王国）の前兆としてやって来くる。 
②順序としては、罪の裁き、そしてメシア的王国の確立である。 

 
（2）「【主】の日」は、黙示録では 7 年間の「患難時代」という言葉で知られて 
いる。 

①旧約聖書では、「【主】の日」という用語が最も一般的で、預言者たちもそ 
れを用いている。 

 
  2. 【主】の日は、エドムだけでなくすべての国々の上に近づいている。 

（1）エドムは、自らがイスラエルにしたように、神から取り扱われる。 
①まさに、自業自得である。 

 
（2）エドムも諸国の民も、聖なる山エルサレムの上で戦勝を祝った。 

①「聖なる山で飲んだ」とはそういう意味である。 
②それゆえ、彼らは「飲み続ける」ようになる。 
③祝いのぶどう酒ではなく、神の復讐の杯、怒りの杯を飲むようになる。 
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④「彼らは今までになかった者のようになるだろう」とある。 
 
  3. エドムの滅び 
    （1）前 5 世紀、ナボテア人がエドム人を破り、ペトラから追放した。 
      ①エドム人は南部への移住を余儀なくされた。 
      ②彼らが移住した地は、イドマヤと呼ばれていた。 
 
    （2）ヘロデ大王は、イドマヤ人である。 
      ①紀元 70 年には、エドム人たちは歴史から姿を消した。 
      ②今日、エドム人は生存していない。 
 
 
Ⅳ. メシア的王国（千年王国）の預言（17～21 節） 
  1. オバデヤ書の重要なテーマ 
    （1）オバデヤは、12 人いる小預言者の最初の人物である。 

①彼は、いくつかの重要なテーマを提起しているが、それが後代の預言者たち 
によっても取り上げられ、発展させられていく。 
②「イスラエルの残れる者」や「メシア的王国（千年王国）」など。 

 
（2）イスラエルの中には、【主】の日（大患難時代）の裁きを逃れる者がいる。 

①それが、「イスラエルの残れる者」である。 
②大患難時代を生き延びた者たちは、メシア的王国で生活するようになる。 

Oba 1:17  しかし、シオンの山には、／のがれた者がいるようになり、／そこは聖地とな

る。／ヤコブの家はその領地を所有する。 
 
    （3）同じことが、ヨエ 2：32、イザ 4：2、37：31〜32 などに預言されている。 

①大患難時代には、イスラエルの 3 分の 2 が死に、3 分の 1 だけが生き残る 
（ゼカ 13：8〜9）。 

 
    （4）一方、エサウの家（エドム）には、生き残る者がいなくなる。 
      ①つまり、メシア的王国にはエサウの子孫がいないということである。 

②エドムが完全に滅びることは、他の預言者たちも預言している。 
＊エゼ 25：12〜14、イザ 34：5〜15、エレ 49：19〜20 など 

      ③エドムが最終的に滅びる理由は、神が天から硫黄と火を降らせるから。 
④そのために、エドムの地はメシア的王国の期間（千年間）ずっと、火と煙で 
くすぶり続ける（イザ 34：9〜10 参照）。 
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⑤メシア的王国の期間には自然界が回復されるが、エドムとバビロンだけは 
火と煙でくすぶり続ける。それは、神の裁きを示す象徴的な景色となる。 

 
  ２. イスラエルに対する約束 
    （1）メシア的王国においてイスラエルは、ダビデやソロモンの時代でさえも所有 

しなかったほどの領土を所有するようになる。 
 
（2）最後に、シオンの山（エルサレム）においてメシアの王権が確立される。 

①聖書的歴史観や終末観に基づいて、人生設計を考える必要がある。 
②神の計画に敵対するなら、それは滅びを意味する。 
③メシア的王国（千年王国）は、必ず地上に成就する。 

 
 
結論：オバデヤ書のテーマ 
  （1）神は、イスラエルのために復讐される。 
    ①アブラハム契約との関係 
    ②神の栄光がかかっている。 
  （2）神は、イスラエルを再び立て直される。 
    ①神の約束は、変わらない。 
  （3）傲慢な者は、神の裁きに会う。 
Pro 16:18  高ぶりは破滅に先立ち、／心の高慢は倒れに先立つ。 
  （4）神に信頼する者は、決して失望させられることがない。 
1Pe 2:6  なぜなら、聖書にこうあるからです。／「見よ。わたしはシオンに、選ばれた石、

／尊い礎石を置く。／彼に信頼する者は、／決して失望させられることがない。」 
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60 分でわかる旧約聖書（32） 「ヨナ書」 
 

1．はじめに 
  （1）ヨナ書の位置づけ 
    ①大預言書（the Major Prophets） 
      ＊イザヤ書、エレミヤ書、哀歌、エゼキエル書、ダニエル書 
    ②小預言書（the Minor Prophets） 
  ＊ホセア書からマラキ書までの 12 書。 
    ③ヨナ書は、捕囚期前預言書（12）のひとつである。 

 
    （2）ヨナという人物 
      ①ヨナとは、「鳩」という意味である。 
      ②2 列 14：25 
2Ki 14:25  彼は、レボ・ハマテからアラバの海までイスラエルの領土を回復した。それは、

イスラエルの神、【主】が、そのしもべ、ガテ・ヘフェルの出の預言者アミタイの子ヨナを

通して仰せられたことばのとおりであった。 
      ③ガリラヤ中央部に位置するゼブルン地方のガテ・ヘフェル出身である。 

④彼の父は、アミタイと言うが、それは「真理」という意味である。 
⑤ヤロブアム 2 世の治世に活動した（前 793〜753 年）。 
  ＊ヨナの預言が成就し、北王国は黄金期を迎えた。 
⑥その時期に、ホセアとアモスが、北王国に対して預言を語っていた。 

＊北王国の不信仰を糾弾した。 
＊北王国はアッシリヤによって滅ぼされると預言した。 

⑦ヨナは、アッシリヤで悔い改めのメッセージを語ることに抵抗した。 
 
（3）ヨナ書の特徴 
  ①キリストは、4 人の預言者に言及しておられる。 
    ＊エリヤ（マタ 17：11～12） 
    ＊エリシャ（ルカ 4：27） 
    ＊イザヤ（マタ 15：7） 
    ＊ヨナ（マタ 12：41、ルカ 11：32） 
  ②ヨナは、エリヤエリシャの後継者である。 
    ＊エリヤとエリシャは、イスラエルに対して奉仕をした。 
    ＊異邦人伝道に召された（フェニキア、アラム）。 
  ③三人称で書かれているが、ヨナの著作であることを疑う必要はない。 
  ④神からの召命に背を向けた唯一の預言者である。 
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  2．アウトライン 
    Ⅰ．不従順な預言者（1 章） 
    Ⅱ．解放される預言者（2 章） 
    Ⅲ．神のメッセージを伝える預言者（3 章） 
    Ⅳ．不機嫌な預言者（4 章） 
     
ヨナ書の内容について学ぶ。 
Ⅰ．不従順な預言者（1 章） 
  1．神の命令：「立って、あの大きな町ニネベに行き、これに向かって叫べ」 

（1）ニネベは、ティグリス川東岸にあるアッシリヤ王国の首都 
①ニムロデによって築かれた。 
②「行き巡るのに三日かかるほどの非常に大きな町であった」（3：3）。 

     
（2）ヨナの使命は、【主】の預言者として、彼らに罪の悔い改めを迫ること。 

①彼らは、残忍な民であった。 
 

2．ヨナの不従順 
（1）ニネベが悔い改めるであろうことを予測し、それを嫌がった。 
  ①イスラエルの敵を助けることになる。 
  ②この時代のユダヤ人たちは、誤った選民意識を持っていた。 
 
（2）彼は、東にではなく、西に向かった。 

①タルシシュ（スペインの港町）に向かう船に乗った。 
②当時知られていた世界の最西端の町。 

 
  3．大嵐 
    （1）【主】は、反抗したヨナを懲らしめるために、大風を海に吹きつけた。 

①船は、難破寸前の状態になった。 
②経験豊かな水夫たちは、この嵐が超自然的なものであることを悟った。 
③彼らは、それぞれが自分の国の守護神に向かって助けを呼び求めた。 
④難破を免れようとして、船の積荷を投げ捨て、最大限の努力をした。 
⑤ヨナは、船底に降りて行き、横になって眠っていた。 
⑥船長は、ヨナを叱責し、あなたも自分の神に祈れと迫った。 

 
    （2）水夫たちは、くじを引いて、だれに原因があるか知ろうとした。 
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①くじはヨナに当たった。 
②人々は、ヨナが【主】から逃亡していることが分かると、非常に恐れた。 

 
    （3）ヨナは、自分に原因があるのだから、自分を海に投げ込めばよいと語った。 

①水夫たちは、祈りながらヨナを海に投げ込んだ。 
②すぐに嵐は静まり、水夫たちは、イスラエルの神を非常に恐れた。 

 
Ⅱ．解放される預言者（2 章） 
  1．【主】は大きな魚を用意し、その魚にヨナを飲み込ませた。 

（1）ヨナ（人間）は神に反抗しているのに、魚（動物）は神に従順に従っている。 
①ヨナは三日三晩、魚の腹の中にいた。 
②この魚が鯨なのか、大きな魚なのか、私たちには分からない。 

 
（2）魚の腹の中で、ヨナは祈った。 

①これは、一度死に、その後復活してからささげた祈りである。 
②彼は、大海の中で嵐と大波にもてあそばれ、苦しんだ。 
③さらに彼は、海の底に沈み、海草が頭にからみつく所まで達した。 

＊この時点で、彼は肉体的に死んだ。 
④彼は、「よみの腹の中」（シオール）から【主】に叫んだ。 
「私はあなたの眼の前から追われました。しかし、もう一度、私はあなたの聖 
なる宮を仰ぎ見たいのです」 
⑤その祈りは聞かれ、彼は復活した。 

 
（3）祈り終わると、【主】の命令により、魚はヨナを陸地に吐き出した。 

①ヨナは、【主】を礼拝し、【主】への誓いを忠実に果たす人物となった。 
 

 
Ⅲ．神のメッセージを伝える預言者（3 章） 
  1．ニネベへの派遣 
    （1）ヨナは立って、【主】のことば通りにニネベに行った。 

①当時のニネベは、周辺の三つの都市を吸収した大都市になっていた。 
②行き巡るのに三日かかるほどの非常に大きな町であった。 

 
（2）ヨナは、一日中町を歩き回りながら、短いことばをくり返し宣言した。 
「もう四十日すると、ニネベは滅ぼされる」 
  ①ヨナの宣教は大いに効果を発揮し、ニネベの人々が悔い改め始めた。 
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  ②それは、ニネベの町のあらゆる階層の人々に広がった。 
③彼らは、ヨナが語る神のことばを受け入れ、真摯な態度で悔い改めた。 
④王は、率先して悔い改めを表した。 
⑤悔い改めの布告を出し、獣や家畜に至るまで人と同じように悔い改めるこ 
とを命じた。 

 
  2．神のあわれみ 
    （1）神は、町に下そうとしておられたわざわいを思い直された。 

①「思い直し」とは、神の行為を人間の言葉で表現したものである。 
②神は、人間が悔い改めるなら、裁きを取り除くと決めておられるのである。 

 
 
Ⅳ．不機嫌な預言者（4 章） 

1．ヨナは、宣教の結果を見て不愉快になった。 
  （1）それどころか、怒りさえ感じた。 

①彼は、死を願って祈った。 
②不従順のゆえに一度死んだ彼が、成功のゆえに再度死にたいと願っている。 

 
    （2）ヨナが腹を立てた理由 

①ニネベが悔い改め、裁きを免れるなら、それはイスラエルの滅びにつながる。 
②彼は愛国者であり、国粋主義者である。 

 
  2．神の回答 
    （1）「あなたは当然のことのように怒るのか」 
      ①神がしておられる良いわざを喜ぶことができないのは、問題である。 
 
    （2）ヨナは町を一望できる山上に仮小屋を建て、何が起こるかを見ようとした。 

①仮小屋だったので、灼熱の太陽が容赦なくヨナの頭上に照りつけた。 
②神は、短時間で成長し大きな葉を茂らせる「とうごま」を備え、ヨナを喜ば 
せた。 
③翌日には、1 匹の虫を送り、その「とうごま」を枯れさせた。 
④ヨナはがっかりした。 
⑤太陽が照りつけた上、熱風を伴う東風まで吹いてきた。 
⑥ヨナは、再び自らの死を願うようになった。 
「私は生きているより死んだほうがましだ」 
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    （3）「このとうごまのために、あなたは当然のことのように怒るのか」 
      ①神は、一夜で生え一夜で滅びた「とうごま」と、ニネベの人々を比較された。 

②神は、人々のたましいの行く末を心配しておられる。 
③神が 40 日間の猶予を与えた理由は、ニネベの人 （々12 万人以上）が悔い改 
めることを知っておられたからである。 

 
    （4）ヨナ書の終わり方は唐突であるが、ヨナは神の意図を理解したと解釈すべき 

である。 
 
 
結論 
  1．これは、歴史書である。 
    （1）それゆえ、字義どおりに解釈する必要がある。 
 
  2．これは、イスラエルに対するメッセージである。 
    （1）神は、異邦人を愛しておられる。 
    （2）イスラエルは、自らの使命を見失っている。 
 
  3．これは、神の主権を教えている書である。 
    （1）主人公は、ヨナではなく、神である。 
    （2）人間の弱さや不従順にもかかわらず、神の計画は前進する。 
 
  4．これは、イスラエルが異邦人の信仰から教訓を学ぶ書である。 
    （1）水夫たちの霊的洞察力と、人道的な愛 
      ①イスラエルは、異邦人の救いに関心を示さなかった。 
    （2）ニネベの人々の信仰 
      ①イスラエルの人々は、ホセアやアモスの警告を無視した。 
 
  5．これは、ヨナをイスラエルの象徴と見ている書である。 
    （1）異邦人への証人として立てられた。 
    （2）異邦人に恵みのメッセージが伝えられることを嫉妬した。 
    （3）海（異邦人世界）に投げ出されたが、その一部になることはなかった。 
    （4）陸に投げ出され（約束の地への帰還）た後、異邦人の祝福となった。 
    （5）4 章の内容だけが、この枠組みに合わない。 
      ①千年王国において、イスラエルが異邦人に嫉妬することはない。 
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60 分でわかる旧約聖書（33） 「ミカ書」 
 

1．はじめに 
  （1）ミカ書の位置づけ 
    ①大預言書（the Major Prophets） 
      ＊イザヤ書、エレミヤ書、哀歌、エゼキエル書、ダニエル書 
    ②小預言書（the Minor Prophets） 
  ＊ホセア書からマラキ書までの 12 書。 
    ③ミカ書は、捕囚期前預言書（12）のひとつである。 

 
    （2）ミカという人物（1：1） 
Mic 1:1  ユダの王ヨタム、アハズ、ヒゼキヤの時代に、モレシェテ人ミカにあった【主】

のことば。これは彼がサマリヤとエルサレムについて見た幻である。  
      ①ミカはミカイヤの短縮形である。「誰が【主】のようであろうか」 

②彼は、前 8 世紀の預言者 
        ＊イザヤと同時代の預言者（恐らくイザヤの友人） 

＊イザヤは都会の預言者、ミカは田舎出身の預言者である。 
      ③彼の出身地は、モレシェテ・ガテと呼ばれる町（エレ 26：18）。 

＊エルサレム南西 30 キロにある町 
    （3）ミカが活動した時代 
      ①ユダの王ヨタム、アハズ、ヒゼキヤの時代 

＊ヨタムは、短命の王であった。 
＊アハズは悪王で、ユダ（南王国）に偶像礼拝をもたらした。 
＊ヒゼキヤは善王であった。 

②ミカは、アッシリヤの攻撃という文脈の中で、【主】のことばを民に伝えた。 
③ミカの預言は、主にサマリヤ（北王国）に関するものであった。 

＊聴衆は、主にユダ（南王国）の住民たちであった。 
 
  2．アウトライン 
    Ⅰ．メッセージ 1：迫り来る裁き（1～2 章） 
      1．裁きの預言 
      2．嘆き 
      3．ユダの罪 
      4．回復の預言 
    Ⅱ．メッセージ 2：裁きの後に来る祝福（3～5 章） 
      1．指導者たちに下る裁き 
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      2．御国の祝福 
    Ⅲ．メッセージ 3：罪の糾弾と祝福の約束（6～7 章） 
      1．罪を裁かれる【主】 
      2．回復の約束 
    結論 

  1. 時代背景 
  2. 裁きの基準 
  3. イスラエルの残れる者 

 
ミカ書の内容について学ぶ。 
Ⅰ．メッセージ 1：迫り来る裁き（1～2 章） 
  1．裁きの預言（1：2～7） 
Mic 1:2  すべての国々の民よ。聞け。／地と、それに満ちるものよ。耳を傾けよ。／神で

ある主は、あなたがたのうちで証人となり、／主はその聖なる宮から来て証人となる。  
    （1）神の法廷のイメージ 

①法廷が招集される。 
②「聞け」（ヘブル語のシャマ。申 6：4 参照）で始まっている聖句 

＊1：2、3：1、6：1。ミカ書の 3 区分の始まりとなっている。 
③神は、世界を証人に招いて、被告人（イスラエルの民）を裁こうとしている。 
④神の裁きの結果 

Mic 1:4  山々は主の足もとに溶け去り、／谷々は裂ける。／ちょうど、火の前の、ろうの

ように。／坂に注がれた水のように。  
        ＊サマリヤ（北王国）は滅亡し、その民はアッシリヤ捕囚に引かれて行く。 
    （2）裁きの理由 
      ①偶像礼拝の罪。神の目から見ると霊的姦淫に当たる。 
      ②裁かれるのはサマリヤだけではなく、ユダもまたそうである。 

 
  2．嘆き（1：8～16） 
    （1）アッシリヤはサマリヤ（北王国）を征服した後、ユダにまで迫って来る。 

①ミカは、喪に服す。「はだしで、裸で歩こう」 
②ミカは、ユダの地が荒れ果てることを思い、嘆き悲しむ。 

＊アッシリヤの侵攻では、エルサレムは滅びない。 
＊ユダの地の荒廃は、最終的にはバビロンの侵略によって成就する。 

    （2）預言者たちに聞き従わないなら、神の民には希望はない。 
①それはまことに「いやしがたい打ち傷」である。 
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  3．ユダの罪（2：1～11） 
（1）裕福な上流階級の人たち（指導者たち）が、弱者を搾取している。 

①彼らの罪の本質は、貪欲である。 
②イザヤは都会での状況を語り、ミカは田舎での状況を語っている。 
③この時代、都会から田舎に至るまで、貪欲の罪が国中に蔓延していた。 

    （2）神は、民の「道徳的罪（悪）」に対して「わざわい」をもって応える。 
①敵がやって来て、彼らの土地を略奪する。 
②その土地は、元は貧しい者たちから奪ったものである。 

 
  4．回復の預言（2：12～13） 
Mic 2:12  ヤコブよ。／わたしはあなたをことごとく必ず集める。／わたしはイスラエルの

残りの者を必ず集める。／わたしは彼らを、おりの中の羊のように、／牧場の中の群れのよ

うに一つに集める。／こうして人々のざわめきが起ころう。  
    （1）ユダは裁きに会うが、神は、ご自身の民を見捨ててはおられない。 

①「イスラエルの残れる者」の存在。救いを受ける真の信仰者たち 
②大患難時代の最後に、ユダヤ人の 3 分の 1 が残る（ゼカ 13：8〜9）。 
③彼らは、「逃れの地」に避難するので生き残る。 

＊「おりの中の羊」とは、「ボツラの羊」である。 
＊イスラエルの民が逃れる場は「ボツラ」である。 
＊ここは現在のヨルダンのペトラという町である。 

    （2）この預言は、ミカの時代の「残れる者」たちを大いに励ました。 
 
Ⅱ．メッセージ 2：裁きの後に来る祝福（3～5 章） 
  1．指導者たちに下る裁き（3 章） 
    （1）イスラエルの家の指導者たち 
      ①彼らは、神の御心を知りながら、それとは正反対のことをしていた。 

②彼らは、民衆を搾取し、苦しめていた。 
③彼らは、民を苦しめながら、厚かましくも【主】の助けを求めて祈った。 

    （2）偽預言者たち 
      ①彼らは、民を導く代わりに彼らを惑わせ、偽りの道へと導いていた。 

②彼らは、自らの賜物を、私腹を肥やすために用いていた。 
③彼らは、神からの答えがないので、すべて恥を見る。 
④真の預言者は、人を恐れず、勇気をもって神の義と裁きを宣言する。 
 

  2．御国の祝福（4～5 章） 
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Mic 4:1  終わりの日に、／【主】の家の山は、山々の頂に堅く立ち、／丘々よりもそびえ

立ち、／国々の民はそこに流れて来る。  
Mic 4:2  多くの異邦の民が来て言う。／「さあ、【主】の山、ヤコブの神の家に上ろう。／

主はご自分の道を、私たちに教えてくださる。／私たちはその小道を歩もう。」／それは、

シオンからみおしえが出、／エルサレムから【主】のことばが出るからだ。  
Mic 4:3  主は多くの国々の民の間をさばき、／遠く離れた強い国々に、判決を下す。／彼

らはその剣を鋤に、／その槍をかまに打ち直し、／国は国に向かって剣を上げず、／二度と

戦いのことを習わない。  
    （1）エルサレムの高揚 
      ①3：12 は、エルサレムの荒廃を預言していた。近い将来に起こる出来事。 
      ②4：1〜5 は、エルサレムの高揚を預言している。遠い将来に起こる出来事。 

③この預言は、メシア的王国の到来を告げたもの（イザ 2：1〜4 と同じ）。 
    （2）エルサレムは、異邦人諸国の注目の的となる。 

①異邦人たちは、エルサレムに上って来るようになる。 
②その目的は、メシアから直接教えを聞き、その道を歩むためである。 

    （3）メシア的王国では世界的平和が訪れる。 
①メシアが国際紛争を裁き、公平な判決を下すからである。 
②すべての争い事が解決されるので、戦争の仕方を学ぶ必要がなくなる。 

    （4）メシアの出現 
Mic 5:2  ベツレヘム・エフラテよ。／あなたはユダの氏族の中で最も小さいものだが、／

あなたのうちから、わたしのために、／イスラエルの支配者になる者が出る。／その出るこ

とは、昔から、／永遠の昔からの定めである。  
①メシア誕生の地は、ユダ部族の領地にあるベツレヘムである。 
②この聖句は、メシアが人間として誕生することを教えている。 
③メシアは、人性と神性の両方を持っている。 

＊イザ 9：6〜7、エレ 23：5〜6 などでも預言されている。 
      ④イエスがベツレヘムで誕生されることが、700 年も前から預言されていた。 
Mat 2:5  彼らは王に言った。「ユダヤのベツレヘムです。預言者によってこう書かれてい

るからです。  
Mat 2:6  『ユダの地、ベツレヘム。／あなたはユダを治める者たちの中で、／決して一番

小さくはない。／わたしの民イスラエルを治める支配者が、／あなたから出るのだから。』」  
 
Ⅲ．メッセージ 3：罪の糾弾と祝福の約束（6～7 章） 
  1．罪を裁かれる【主】（6 章） 
    （1）【主】のことば 

①【主】の側には何の落ち度もない。 
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      ②イスラエルの民に残されている道は、罪を告白し、悔い改めることだけ。 
    （2）民の言葉 
      ①彼らの罪の認識は表面的なもので、不十分である。 
      ②彼らは、【主】にささげるいけにえの可能性を数え上げている。 

＊「全焼のいけにえ」、「一歳の子牛」、「幾千の雄羊」、「幾万の油」 
＊「私の犯したそむきの罪のために、私の長子をささげるべきだろうか」 

③内面的な悔い改めがないなら、いけにえが神に喜ばれることはない。 
    （3）ミカの言葉 
Mic 6:8  主はあなたに告げられた。／人よ。何が良いことなのか。／【主】は何をあなた

に求めておられるのか。／それは、ただ公義を行い、誠実を愛し、／へりくだって／あなた

の神とともに歩むことではないか。  
      ①「公義を行い」とは、モーセの律法を正しい動機で実行すること。 

②「誠実を愛し」とは、隣人愛の実践。 
③「あなたの神とともに歩む」とは、日々神との交わりを楽しむということ。 

 
  2．回復の約束（7 章） 
Mic 7:11  あなたの石垣を建て直す日、／その日、国境が広げられる。  
Mic 7:12  その日、アッシリヤからエジプトまで、／エジプトから大川まで、／海から海ま

で、山から山まで、／人々はあなたのところに来る。  
    （1）エルサレムの回復と拡張の預言 
      ①回復の時になると、2 つの主要な国からイスラエルの民が帰還して来る。 

＊アッシリヤとエジプト 
      ②民は、【主】が自分たちの羊飼いとなってくださるようにと祈る。 
    （2）ミカの祈り 
Mic 7:18  あなたのような神が、ほかにあるでしょうか。／あなたは、咎を赦し、／ご自分

のものである残りの者のために、／そむきの罪を見過ごされ、／怒りをいつまでも持ち続

けず、／いつくしみを喜ばれるからです。  
Mic 7:19  もう一度、私たちをあわれみ、／私たちの咎を踏みつけて、／すべての罪を海の

深みに投げ入れてください。  
Mic 7:20  昔、私たちの先祖に誓われたように、／真実をヤコブに、／いつくしみをアブラ

ハムに与えてください。  
      ①彼は、自分の名前を使って、言葉遊びをしている。 

②イスラエルの民をエジプトから救出した方は、偉大な神、比類なき神である。 
③出エジプトを下敷きに、終末時代のイスラエルの救いについて語る。 
④終末時代における救いも、アブラハム契約に基づいて行われる。 
⑤メシアであるイエスの誕生もまた、アブラハム契約に基づいたものである。 
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⑥私たちも、主イエスを通してアブラハム契約の「霊的祝福」に与っている。 
 
結論 
  1．時代背景 
    （1）前 8 世紀までは、イスラエルとユダは、古典的農業経済であった。 
      ①富の分配が比較的平等に行われていた。 
    （2）次第に貪欲な物質主義が支配するようになり、貧富の差が広がって行った。 
    （3）裕福な地主はより裕福になり、農民たちはより貧しくなって行った。 
    （4）農民たちは都市に逃れ、そこで上流階級の搾取を受けることになった。 
    （5）外国との商取引により、偶像礼拝と堕落した道徳観が持ち込まれた。 
    （6）以上のことは、教会が現在直面している問題そのものである。 
 
  2．裁きの基準 
    （1）モーセの律法である。 
      ①モーセの律法は、シナイ契約の条項である。 
      ②それに従うなら祝福が、背くなら呪いが下る（申 28 章）。 
      ③罪の赦しは、心の割礼といけにえによって与えられる。 
    （2）新約聖書の信者には、キリストの律法が適用される。 
      ①キリストの律法は、新しい契約の条項である。 
      ②罪の赦しは、罪の告白によって与えられる。 
 
  3．イスラエルの残れる者 
    （1）裁きの預言と、それに続く回復の預言 
    （2）3 つのメッセージのすべてに、「イスラエルの残れる者」が出てくる。 
      ①第 1 のメッセージ 
Mic 2:12  ヤコブよ。／わたしはあなたをことごとく必ず集める。／わたしはイスラエルの

残りの者を必ず集める。／わたしは彼らを、おりの中の羊のように、／牧場の中の群れのよ

うに一つに集める。／こうして人々のざわめきが起ころう。  
      ②第 2 のメッセージ 
Mic 5:7  そのとき、ヤコブの残りの者は、／多くの国々の民のただ中で、／【主】から降

りる露、／青草に降り注ぐ夕立のようだ。／彼らは人に望みをおかず、／人の子らに期待を

かけない。  
Mic 5:8  ヤコブの残りの者は異邦の民の中、／多くの国々の民のただ中で、／森の獣の中

の獅子、／羊の群れの中の若い獅子のようだ。／通り過ぎては踏みにじり、／引き裂いて

は、一つも、のがさない。  
      ③第 3 のメッセージ 
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Mic 7:18  あなたのような神が、ほかにあるでしょうか。／あなたは、咎を赦し、／ご自分

のものである残りの者のために、／そむきの罪を見過ごされ、／怒りをいつまでも持ち続

けず、／いつくしみを喜ばれるからです。  
    （3）以上の預言は、当時の信仰者たちへの励ましであった。 
      ①と同時に、今の私たちへの励ましでもある。 
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60 分でわかる旧約聖書（34） 「ナホム書」 
 

1．はじめに 
  （1）ナホム書の位置づけ 
    ①大預言書（the Major Prophets） 
      ＊イザヤ書、エレミヤ書、哀歌、エゼキエル書、ダニエル書 
    ②小預言書（the Minor Prophets） 
  ＊ホセア書からマラキ書までの 12 書。 
    ③ナホム書は、捕囚期前預言書（12）のひとつである。 

 
    （2）ナホムという人物（1：1） 
Nah 1:1  ニネベに対する宣告。エルコシュ人ナホムの幻の書。  
      ①ナホムという名前は、「慰めに満ちた」という意味である。 

②ナホムは、ノアと（休息）いう名前と同じルート（語源）を持っている。 
      ③ナホムが伝えたメッセージは、ニネベに対するきびしい裁きの預言である。 

④「宣告」と訳された言葉には、「重荷」という意味もある。 
⑤ナホムの預言は、ニネベに対して「重荷」となる「【主】からの宣告」。 
⑥ナホムはエルコシュ人と言われている。 

＊彼の出身地に関しては、明確なことが分かっていない（カペナウム？）。 
⑦彼は、南王国（ユダ）で活動した預言者である。 
⑧ニネベが滅びたのは、前 612 年である。 
⑨彼はそれ以前に活動した預言者である（おそらくマナセ王の時代）。 
⑩ナホムは、神からの啓示によってこの預言を語った。 

 
  2．アウトライン 
    Ⅰ．神の性質の二面性（1：2～8） 
    Ⅱ．ニネベ滅亡の預言（1：9～15） 
    Ⅲ．ニネベの陥落（2：1～13） 
    Ⅳ. ニネベ陥落の理由（3：1～19） 
 
  3．結論：私たちへの適用 
 
 
ナホム書の内容について学ぶ。 
Ⅰ．神の性質の二面性（1：2～8） 
  1．中心テーマ 
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Nah 1:2  【主】はねたみ、復讐する神。／【主】は復讐し、憤る方。／【主】はその仇に

復讐する方。／敵に怒りを保つ方。 
    （1）ナホムは、傲慢な町ニネベに対して「滅び」の預言を語ろうとしている。 

①ニネベを滅ぼす神は、どういうお方なのかという情報を冒頭に置いている。 
 

（2）【主】はねたみの神、復讐する神である。 
①神は、神の民を訓練するために敵を用いることがある。 

＊その敵も、神の前で責任を問われる。 
②神は、罪をそのまま放置されるお方ではない。 
③ニネベは残虐な町としてその名を知られていた。 

 
（3）【主】は怒るのにおそい方、忍耐深いお方である（出 34：6〜7 参照）。 

①ヨナのメッセージによってニネベの町は悔い改め、裁きを免れた。 
②しかし、次の世代の人々は再び元の罪深い姿に戻り、神の怒りを招いた。 
③【主】は力ある神である。それゆえ、ニネベの罪を裁くことができる。 

 
2．神の憤りの前に立ちおおせる人はいない。 

    （1）力ある【主】の前に立ち得る人など、どこにもいない。 
Nah 1:6  だれがその憤りの前に立ちえよう。／だれがその燃える怒りに耐えられよう。／

その憤りは火のように注がれ、／岩も主によって打ち砕かれる。  
 
    （2）しかしナホムは、【主】はとりでの神でもあることを私たちに告げている。 
Nah 1:7  【主】はいつくしみ深く、／苦難の日のとりでである。／主に身を避ける者たち

を／主は知っておられる。  
 
    （3）「神が愛なら、罪人を裁くことなどあり得ない」と主張する人たちがいる。 

①その人たちは、神の性質の一つだけを強調し、全体を見ていない。 
②神の性質のすべてを受け入れるべきである。 

 
Ⅱ．ニネベ滅亡の預言（1：9～15） 
  1．ニネベに対して（9〜11 節） 
    （1）ニネベ（アッシリヤ）の滅びが予告される。 

①ニネベの罪はすべて、【主】に対するものである。 
②【主】からの裁きがニネベに下り、ニネベは二度と立ち上がれなくなる。 

 
（2）邪悪な指導者の出現 
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Nah 1:11  あなたのうちから、／【主】に対して悪巧みをし、／よこしまなことを計る者が

出たからだ。  
①「よこしまなことを計る者」とは、セナケリブのことである。 

      ②「よこしまなこと」は、ヘブル語では「べリアル」である。 
＊これは、旧約聖書においてはサタンの呼称である。 

③セナケリブというアッシリヤの王は、サタンの使者である。 
④セネケリブがどのようにしてユダを苦しめたかは、イザヤ書 36 章と 37 章 
に詳しく記録されている。 

 
  2．ユダに対して（12〜13 節） 
    （1）次に、ユダに対する慰めの言葉が語られる。 
Nah 1:12  主はこう言われる。「彼らは力に満ち、数が多くても／必ず、切り倒され、消え

うせる。わたしはお前を苦しめたが／二度と苦しめはしない。  
Nah 1:13  今、わたしは彼の軛を砕いてお前から除き／お前をつないでいた鎖を断ち切

る。」  
      ①アッシリヤ軍は、エルサレムを包囲した時、勝利を確信していた。 

②しかし、いかに数の上で勝っていても、【主】の前では敗北するしかない。 
③アッシリヤの滅びと同時に、【主】はユダの解放を預言される。 
④その預言は、ユダにとっては喜びの知らせとなった。 

 
3．アッシリヤに対して（14 節） 
  （1）再びアッシリヤに向かって語られる。 

Nah 1:14  主はお前について定められた。「お前の名を継ぐ子孫は、もはや与えられない。

わたしは、お前の神の宮から／彫像と鋳像を断ち／辱められたお前のために墓を掘る。」  
      ①アッシリヤ人たちは、名前の存続にこだわりを持っていた。 

②彼らは名を残すために、多くの記念碑を建てていた。 
③しかし、子孫がいなくなるので、彼らの願望は完全に打ち砕かれてしまう。 
④アッシリヤの偶像は破壊され、アッシリヤ人たちは墓に葬られる。 

 
  4．ユダに対して（15 節） 
    （1）再びユダに向かって語られる。 
Nah 1:15  見よ。良い知らせを伝える者、／平和を告げ知らせる者の足が山々の上にある。

／ユダよ。あなたの祭りを祝い、／あなたの誓願を果たせ。／よこしまな者は、もう二度

と、／あなたの間を通り過ぎない。／彼らはみな、断ち滅ぼされた。  
      ①アッシリヤの滅びの預言は、ユダにとっては良き知らせである。 

②この聖句は、イザヤ 52：7 の引用である。 
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＊その聖句は、メシアによる終末的な慰めを預言したものである。 
＊ナホムはそれを引用して、異なった適用を行っている。 

      ③現代の「良い知らせ」とは、イエス・キリストの福音のことである。 
＊福音のメッセージを隣人に伝えるのは、麗しい行為である。 

 
Ⅲ．ニネベの陥落（2：1～13） 
  1．バビロン軍（1 節） 
Nah 2:1  散らす者が、あなたを攻めに上って来る。／塁を守り、道を見張り、／腰をから

げ、大いに力を奮い立たせよ。  
    （1）「散らす者」とは、バビロン軍とメディア軍の合同軍のことである。 

①この侵略を指揮したのは、ネブカデネザルの父ナボポラッサである。 
②「塁を守り、道を見張り、腰をからげ、大いに力を奮い立たせよ」とは、ニ 
ネベに対する警告のことばである。これは、皮肉的表現である。 

 
  2．戦いの様子（2～9 節） 
    （1）これは、ユダとイスラエルを攻撃したアッシリヤへの【主】の報復である。 

①この戦いによってアッシリヤは滅び、イスラエルの栄えが回復される。 
      ②バビロンとメディアの合同軍が実に素早く攻撃を仕掛けてくる。 
      ③「水は流れ出して」。勇敢な兵士たちが恐れをなして逃亡する。 
      ④指揮官が「止まれ、止まれ」と命じても、その声に聞き従う者はいない。 
 
    （2）【主】からバビロンとメディアの合同侵略軍に声がかかる。 

①「銀を奪え。金も奪え。その財宝は限りない。あらゆる尊い品々が豊富だ」 
②今までニネベが蓄たくわえてきた富が、一瞬の内に奪われてしまう。 

 
  3．【主】による破壊（10〜13 節） 
    （1）ニネベが陥落したのは、【主】のみわざによる。 
Nah 2:10  破壊、滅亡、荒廃。／心はしなえ、ひざは震え、／すべての腰はわななき、／だ

れの顔も青ざめる。  
①「破壊、滅亡、荒廃」という 3 つの言葉は、ヘブル語では発音が似ている。 
②「ブカー、ムブカー、ムブラカー」という言葉遊びがある。 
③傲慢に満ちていたアッシリヤ人の顔は、恐怖のために青ざめる。 
④ニネベを滅ぼすのはバビロンとメディアの合同軍であるが、実際にそれを 
行うのは【主】ご自身である。 

 
Ⅳ. ニネベ陥落の理由（3：1～19） 
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  1．ニネベは、「流血の町」である（1〜3 節）。 
      ①「血」という言葉は複数形になっている。 

②ニネベは、ありとあらゆる血を流してきた町である。 
③ニネベの残忍さは、歴史が証明している。 

      ④虚偽、略奪、強奪もまた、ニネベの悪行である。 
 
  2．ニネベ陥落の第 2 の理由は、悪魔的宗教（オカルト的宗教）である（4〜7 節）。 

①ニネベは麗しい町であるが、遊女になり下がってしまった。 
②遊女になったとは、悪魔的宗教を取り入れたということである。 
③ニネベは、周辺諸国に悪魔的宗教を広める役割を果たした。 
④ユダもまた、その悪影響を受けた。 

 
  3．ニネベ陥落の第 3 の理由は、ノ・アモンへの残虐な行為である（8〜10 節）。 

①ノ・アモン（テーベ）は、上エジプトの首都で大いに栄えた町である。 
②この都は、ナイル川の 4 つの支流によって守られていた。 
③ノ・アモンは、4 つの同盟国を持っていた。クシュ（エチオピア）、エジプ 
ト（下エジプトのこと）、プテ（ソマリア）、ルブ（リビヤ）。 

      ④堅固な守りと 4 つの同盟国を有していたにもかかわらず、ノ・アモンはア 
ッシリヤによって滅ぼされた。 

 
  4．このような残忍な行為のゆえに、ニネベは陥落する（11〜19 節）。 
    （1）ニネベの完全な崩壊が預言される。 

①ニネベよりも堅固なノ・アモンが陥落した。 
②ニネベの陥落はそれよりも容易にやって来る。 

      ③いなごのような大集団は、指導者から一般の民に至るまで、逃げ去る。 
④ニネベの崩壊により、住民たちは希望のない民となる。 
⑤彼らのうわさを聞いた諸国民たちは、大いに喜ぶ。 

 
結論：私たちへの教訓 
  1．【主】は、苦難の日に「とりでとなってくださる神」である。 
    （1）その祝福は、【主】に身を避ける者にだけ与えられるものである。 
Psa 46:1  神はわれらの避け所、また力。／苦しむとき、そこにある助け。  
Psa 46:11  万軍の【主】はわれらとともにおられる。／ヤコブの神はわれらのとりでであ

る。 
 
  2．【主】は、霊的淫行を憎まれる。 
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Nah 3:4  これは、すぐれて麗しい遊女、／呪術を行う女の多くの淫行によるものだ。／彼

女はその淫行によって国々を、／その魅力によって諸部族を売った。  
Nah 3:5  見よ。わたしはあなたに立ち向かう。／──万軍の【主】の御告げ──／わたし

はあなたのすそを顔の上までまくり上げ、／あなたの裸を諸国の民に見せ、／あなたの恥

を諸王国に見せる。  
    （1）【主】を敵に回すことほど恐ろしいことはない。 

（2）遊女は裸をさらすことになる。 
①つまり、悪魔的宗教の本質が白日の下にさらされるということである。 

（3）主イエスのことば 
Mat 10:26  だから、彼らを恐れてはいけません。おおわれているもので、現されないもの

はなく、隠されているもので知られずに済むものはありません。 
 
  3． 富に信頼する者は、愚か者である。 
    （1）【主】は、「あなたの使者たちの声はもう聞かれない」と言われる。 

（2）アッシリヤは、近隣諸国に使者を派遣し、過酷な貢ぎ物を要求してきた。 
（3）今後、それが不可能になる。 

Luk 12:20  しかし神は彼に言われた。『愚か者。おまえのたましいは、今夜おまえから取

り去られる。そうしたら、おまえが用意した物は、いったいだれのものになるのか。』  
 
  4．悪人が栄えているのを見て、うらやましく思う必要はない。 
    （1）私たちが信じる神は、愛であり、義であり、聖であるお方でる。 

（2）そのお方の前では、悪人の行為が見過ごしにされることはない。 
（3）詩篇 73 篇のアサフの賛歌は、まさにそのテーマを取り上げている。 
（4）アサフは、悪人が大いに栄えているのを見て人生の矛盾を感じた。 
（5）しかし、彼は悟った。 

Psa 73:21  私の心が苦しみ、／私の内なる思いが突き刺されたとき、  
Psa 73:22  私は、愚かで、わきまえもなく、／あなたの前で獣のようでした。  
Psa 73:23  しかし私は絶えずあなたとともにいました。／あなたは私の右の手を／しっか

りつかまえられました。  
Psa 73:24  あなたは、私をさとして導き、／後には栄光のうちに受け入れてくださいまし

ょう。  
 
Psa 73:27  それゆえ、見よ。／あなたから遠く離れている者は滅びます。／あなたはあな

たに不誠実な者をみな滅ぼされます。  
Psa 73:28  しかし私にとっては、／神の近くにいることが、しあわせなのです。／私は、

神なる主を私の避け所とし、／あなたのすべてのみわざを語り告げましょう。  
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60 分でわかる旧約聖書（35） 「ハバクク書」 
 

1．はじめに 
  （1）ハバクク書の位置づけ 
    ①大預言書（the Major Prophets） 
      ＊イザヤ書、エレミヤ書、哀歌、エゼキエル書、ダニエル書 
    ②小預言書（the Minor Prophets） 
  ＊ホセア書からマラキ書までの 12 書。 
    ③ハバクク書は、捕囚期前預言書（12）のひとつである。 
 
  （2）預言者ハバクク 
    ①ハバククとは、「抱擁する」、「容認する」などの意味である。 

＊彼は、ユダの民を抱きしめた預言者である。 
②南王国ユダの預言者であるということ以外は、詳しいことは分からない。 
③ハバククが活躍した時代に関しても、詳しいことは分からない。 
④「見よ。わたしはカルデヤ人を起こす」（1：6） 
⑤バビロニヤ・メディア合同軍がアッシリヤ帝国の首都ニネベを陥落させた 
のは、前 612 年。ハバククの活動はそれ以前から始まっていたと考えられる。 
⑥ヨシヤ王（善王）からエホヤキム王の間の時代に活動した。 
⑦ナホム、ハバクク、ゼパニヤは、同時代の預言者たちである。 
⑦エレミヤもまた、この時期に活動した。 

 
    （3）ハバクク書の特徴 
      ①小預言書の中ではきわめてユニークな書である。 

②預言者たちは、神のことばを神の民に対して、また敵に対して語った。 
③しかし、この書は、ハバククと神との対話を記録した書である。 
  ＊ヨナは、自分の体験を散文で記録した。 
  ＊ハバククは、自分の体験を韻文で記録した。 
④テーマは、「救い」、「信仰」、「信仰義認」などの神学的テーマである。 
⑤しかし、さらに重要なテーマを見落としてはならない。 

＊「いつまで、救ってくださらないのですか」（1：2） 
＊彼は、頭の中に「疑問符」がいっぱいあった預言者である。 
＊いわば、旧約聖書のトマスである。 

 
  2．アウトライン 
    Ⅰ．神はユダの罪をなぜ裁かないのか（1：1～4） 
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    Ⅱ．バビロンを用いて裁くという神からの回答（1：5～11） 
    Ⅲ．神はなぜ邪悪なバビロンを用いるのか（1：12～17） 
    Ⅳ. ユダは生き延びるがバビロンは滅びるという神からの回答（2 章） 
    Ⅴ．ハバククの祈りと信仰（3 章） 
 
  結論：ハバクク書と新約聖書の関係 
 
 
ハバクク書の内容について学ぶ。 
Ⅰ．神はユダの罪をなぜ裁かないのか（1：1～4） 
  1．ハバククの悩みは、神の民ユダの中で「暴虐」が行われていたことである。 

（1）2 節 
Hab 1:2  【主】よ。私が助けを求めて叫んでいますのに、／あなたはいつまで、聞いてく

ださらないのですか。／私が「暴虐」とあなたに叫んでいますのに、／あなたは救ってくだ

さらないのですか。  
①「暴虐」という言葉（ヘブル語で「ハマス」）は、この書に 6 回出てくる。 
②彼は、それに関して何度も祈ってきたが、神からの回答はなかった。 
③そこで、「あなたはいつまで、聞いてくださらないのですか」と問いかける。 

 
  2．彼の疑問は、神はどうして民の罪を放置しておられるのか、というものである。 
    （1）北王国はすでに滅びていた。 
    （2）南王国では律法は実行されず、放置されたままになっていた。 
      ①それどころか、悪者が正しい人を圧迫し、裁きが曲げて行われていた。 
 
 
Ⅱ．バビロンを用いて裁くという神からの回答（1：5～11） 
  1．神は、ユダを裁くための器を起こされる。 

（1）5～6 節 
Hab 1:5  異邦の民を見、目を留めよ。／驚き、驚け。／わたしは一つの事をあなたがたの

時代にする。／それが告げられても、あなたがたは信じまい。  
Hab 1:6  見よ。わたしはカルデヤ人を起こす。／強暴で激しい国民だ。／これは、自分の

ものでない住まいを占領しようと、／地を広く行き巡る。  
      ①ユダの暴虐を裁く器は、暴虐を特徴とするカルデヤ人（バビロン）である。 

②この時点では、バビロンは注目されることのない小国であった。 
  ③それゆえ、この国が強国として登場することは、驚愕くすべき出来事である。 

④5 節は、使 13：41 に引用されている。 
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Act 13:40  ですから、預言者に言われているような事が、あなたがたの上に起こらないよ

うに気をつけなさい。  
Act 13:41  『見よ。あざける者たち。驚け。そして滅びよ。／わたしはおまえたちの時代に

一つのことをする。／それは、おまえたちに、どんなに説明しても、／とうてい信じられな

いほどのことである。』」  
      ⑤その文脈では、福音のメッセージが驚愕すべき内容となっている。 
 
  2．バビロンは、強暴で自立した国である。 

（1）この国民は、非常に速く移動し、短期間のうちに世界を征服するようになる。 
①「暴虐」が彼らの特徴である。 
②彼らは戦略に長けており、いかなる要塞を持った国でも征服してしまう。 

 
    （2）彼らは、「自分の力を神とする者たち」である。 

①偶像礼拝者であるが、その上に、自分の力を神とするという罪を犯した。 
②しかし、自分の力を過信することが、彼らの最大の弱点となる。 

 
 
Ⅲ．神はなぜ邪悪なバビロンを用いるのか（1：12～17） 
  1．信頼の告白（12 節） 
    （1）ユダの暴虐を裁く器はカルデヤ人だと聞いて、第 2 の疑問が湧いてきた。 

①第 1 の疑問よりも、より重大な疑問である。 
②彼は、その疑問を口にする前に、まず神への信頼を告白している。 

 
  2．第 2 の疑問（13〜17 節） 
    （1）ユダの罪を裁くために、なぜそのユダよりも邪悪なバビロンを用いるのか。 

①この疑問は、20 世紀のホロコーストに関する疑問と同じである。 
②ユダヤ人の不信仰を裁くために、なぜはるかに罪深いナチスを用いるのか。 

 
（2）バビロンが漁師で、ユダの民は魚にたとえられている。 

Hab 1:15  彼は、このすべての者を釣り針で釣り上げ、／これを網で引きずり上げ、引き網

で集める。／こうして、彼は喜び楽しむ。  
Hab 1:16  それゆえ、彼はその網にいけにえをささげ、／その引き網に香をたく。／これら

によって、彼の分け前が豊かになり、／その食物も豊富になるからだ。  
      ①ユダの民は、いとも簡単に捕らえられ、バビロンに連行される。 

②バビロンは、ユダの民を引きずり上げた網を礼拝する。 
③つまり、自らの軍事力を誇り、それを神とするということである。 
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④ハバククは、バビロンはいつまでこのような暴虐を働くのかと恐れる。 
 

 
Ⅳ. ユダは生き延びるがバビロンは滅びるという神からの回答（2 章） 
  1．見張り所に立つハバクク（1 節） 
Hab 2:1  私は、見張り所に立ち、／とりでにしかと立って見張り、／主が私に何を語り、

／私の訴えに何と答えるかを見よう。  
    （1）ハバククは、真剣に神からの答えを待った。 

①城壁の上にある見張り所ではなく、畑の真ん中に立つ見張りの塔である。 
②この姿勢は、すべての信仰者が学ぶべきものである。 

 
  2．【主】からの回答（2〜3 節） 
    （1）【主】からの回答は、幻の形でやって来た。 

①その幻の内容は、4〜20 節に記されている。 
②ハバククは、その内容を板の上に書くように命じられた。 
③神の啓示が、同世代の人たちだけでなく、後代の人たちにも伝えられる。 

 
（2）人間には遅れているように見えても、神の計画は、神の時が来ると成就する。 

①神は、「定めの時」に歴史に介入し、地上での悪を裁き、御心を確立される。 
②神のことばは必ず実現する。 
③それゆえ、忍耐を働かせて神の時を待つ必要がある。 
④「それは必ず来る。遅れることはない」との神のことばを受け取ろう。 

 
  3．神からハバククに与えられた幻の内容 

（1）ハバ 2：4 の訳語の比較 
「見よ。彼の心はうぬぼれていて、まっすぐでない。しかし、正しい人はその信仰 
によって生きる」（新改訳） 
「見よ、高慢な者を。彼の心は正しくありえない。しかし、神に従う人は信仰によ 
って生きる」（新共同訳） 

 
    （2）高慢な者とは、神のことばを信じない人のことである。 

①不信仰の原因は、うぬぼれとプライドにある。 
②高慢な者とは、自分の思いを第一にして生きる人である。 

 
（3）神のことばを信じ、それに従って生きる人は信仰者であり、義人である。 

①ハバククは、神がなぜカルデヤ人を用いるのか、理解できなかった。 
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②神は、すべてが神の計画どおりに進んでいることと、最終的にはすべての問 
題が解決することを信じるように、ハバククにお命じになった。 
③信仰者は、「今の自分には理解できないことがあるが、それでも私は神の約 
束を信じる」と告白するのである。 

 
  4．カルデヤ人の滅び（5～20 節） 
    （1）滅びの原因 
      ①ぶどう酒による酩酊 

②傲慢 
③貪欲という罪 

 
（2）パウロの勧告 

Rom 13:12  夜はふけて、昼が近づきました。ですから、私たちは、やみのわざを打ち捨て

て、光の武具を着けようではありませんか。  
Rom 13:13  遊興、酩酊、淫乱、好色、争い、ねたみの生活ではなく、昼間らしい、正しい

生き方をしようではありませんか。 
 
    （3）将来起こるカルデヤ人の滅びが「5 つのあざけりの歌」で描写される。 

①これらの「あざけりの歌」は、皮肉であり、風刺である。 
②その中には、悲しみ、裁き、滅びの理由などが歌われている。 

 
 
Ⅴ．ハバククの祈りと信仰（3 章） 
  1．ハバククの祈り 
Hab 3:1  預言者ハバククの祈り。シグヨノテに合わせて。  
Hab 3:2  【主】よ。私はあなたのうわさを聞き、／【主】よ、あなたのみわざを恐れまし

た。／この年のうちに、それをくり返してください。／この年のうちに、それを示してくだ

さい。／激しい怒りのうちにも、／あわれみを忘れないでください。  
    （1）この祈りは、神殿での礼拝に用いられる祈りとでもある。 

①「シグヨノテ」というのは、あるメロディのことである。 
 
    （2）ハバククは、恐れている。 

①【主】の裁きについての預言が与えられたからである。 
②イスラエルにとって最大の苦難の時は、「患難時代」と呼ばれる時である。 
③彼が黙示録で啓示される内容をどの程度理解していたかは分からない。 
④少なくとも大患難時代の到来だけは理解した。 
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（3）「この年のうちに、それをくり返してください。この年のうちに、それを示 
してください」 

①新共同訳では、「数年のうちにも、それを生き返らせ数年のうちにも、それ 
を示してください」とある。 
②「年」という言葉は、原文では複数形である 
③これは、短期間の間に【主】の計画が成就するようにという祈りである。 

＊黙示録の預言から言えば、これは 7 年間である。 
      ④彼は、大患難時代において「【主】のあわれみ」があるようにと祈っている。 

＊ミカ書 7 章で、ミカが同じ祈りをささげている。 
＊ミカは、「イスラエルの残れる者」が守られるようにと祈っている。 

 
  2．メシアの再臨 
Hab 3:3  神はテマンから来られ、／聖なる方はパランの山から来られる。セラ／その尊厳

は天をおおい、／その賛美は地に満ちている。  
    （1）メシア再臨の場所は、エドムの首都ボツラ（現在のペトラ）である。 
      ①ミカ 2：12 「おりの中の羊（ボツラの羊）のように」 
 

（2）メシアの再臨は、罪人には恐ろしい出来事である。 
①メシアの再臨にともなって、さまざまな異変が起こる（8～10 節）。 
②11 節には、宇宙で起こる異変が描かれている。 

 
    （3）メシア再臨の目的は、イスラエルを救うためである。 

①メシアの再臨の時、反キリストが最初に滅ぼされる。 
 

（4）彼は、さまざまな疑問や矛盾に対する答えをメシアの再臨の中に見い出した。 
 
  3．イスラエルの残れる者の信仰 
    （1）ハバクク書の最後で、イスラエルの残れる者の信仰が描写されている。 

①ハバクク（信仰者）にできるのは、信仰を持って神の御心が成就するのを静 
かに待つことだけである。 

 
    （2）ハバクク 3 章の祈りが、実は「勝利の祈り」であることが明らかになる。 
Hab 3:18  しかし、私は【主】にあって喜び勇み、／私の救いの神にあって喜ぼう。  
Hab 3:19  私の主、神は、私の力。／私の足を雌鹿のようにし、／私に高い所を歩ませる。

／指揮者のために。弦楽器に合わせて。  
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①絶望的な状況の中で、ハバククは祈る。 
②逆境が、ハバククを神に近づけた。ここに、本物の信仰がある。 
③ハバクク書の中心的な教えは、2 つある。 

＊理解できない状況に遭遇しても、神の計画が最善であることを信じる。 
＊人生における疑問は、メシアの再臨の時にすべて解決すると信じる。 

 
 
結論：ハバクク書と新約聖書の関係 
  1．ハバ 2：4 は、新約聖書に 3 度引用されている。 
Hab 2:4  見よ。彼の心はうぬぼれていて、まっすぐでない。／しかし、正しい人はその信

仰によって生きる。  
  
  2．神学的に重要な 3 つの書簡 
    （1）ロマ 1：16～17 
Rom 1:16  私は福音を恥とは思いません。福音は、ユダヤ人をはじめギリシヤ人にも、信

じるすべての人にとって、救いを得させる神の力です。  
Rom 1:17  なぜなら、福音のうちには神の義が啓示されていて、その義は、信仰に始まり

信仰に進ませるからです。「義人は信仰によって生きる」と書いてあるとおりです。  
 
    （2）ガラ 3：10～11 
Gal 3:10  というのは、律法の行いによる人々はすべて、のろいのもとにあるからです。こ

う書いてあります。「律法の書に書いてある、すべてのことを堅く守って実行しなければ、

だれでもみな、のろわれる。」  
Gal 3:11  ところが、律法によって神の前に義と認められる者が、だれもいないということ

は明らかです。「義人は信仰によって生きる」のだからです。  
 
    （3）ヘブ 10：35～39 
Heb 10:35  ですから、あなたがたの確信を投げ捨ててはなりません。それは大きな報いを

もたらすものなのです。  
Heb 10:36  あなたがたが神のみこころを行って、約束のものを手に入れるために必要なの

は忍耐です。  
Heb 10:37  「もうしばらくすれば、／来るべき方が来られる。おそくなることはない。  
Heb 10:38  わたしの義人は信仰によって生きる。／もし、恐れ退くなら、／わたしのここ

ろは彼を喜ばない。」  
Heb 10:39  私たちは、恐れ退いて滅びる者ではなく、信じていのちを保つ者です。  
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60 分でわかる旧約聖書（36） 「ゼパニヤ書」 
 

1．はじめに 
  （1）ゼパニヤ書の位置づけ 
    ①大預言書（the Major Prophets） 
      ＊イザヤ書、エレミヤ書、哀歌、エゼキエル書、ダニエル書 
    ②小預言書（the Minor Prophets） 
  ＊ホセア書からマラキ書までの 12 書。 
    ③ゼパニヤ書は、捕囚期前預言書（12）のひとつである。 
 
  （2）預言者ゼパニヤ 

Zep 1:1  ユダの王、アモンの子ヨシヤの時代に、クシの子ゼパニヤにあった【主】のこと

ば。クシはゲダルヤの子、ゲダルヤはアマルヤの子、アマルヤはヒゼキヤの子である。 
      ①ゼパニヤという名前の意味は、「【主】が隠される者」である。 

②彼は、ヨシヤ王の時代にユダで活躍した預言者である（前 640〜609 年）。 
＊ヒゼキヤ（善王）－マナセ－アモン－ヨシヤ（善王） 
＊ユダには、約半世紀の悪政があった。 
＊ヨシヤ王の時代に、南王国（ユダ）でリバイバルが起こった。 

③ゼパニヤの家系は 4 代前まで遡って記されている。 
＊クシ─ゲダルヤ─アマルヤ─ヒゼキヤ 
＊これは珍しいことである。 

      ④父の名が記されている預言者が数名いる。 
＊イザヤ、エレミヤ、エゼキエル、ホセア、ヨエル、ヨナ 

      ⑤2 代前まで記されているのは、ゼカリヤである。 
⑥それ以外の預言者たちは、父の名が明かされていない。 
⑦4 代前まで記されている理由は、ヒゼキヤ王にある（2 列 18：1〜20：20）。 

＊ゼパニヤは、王家の出であることを大いに活用したと思われる。 
      ⑧同時代の預言者としては、ナホム、ハバクク、エレミヤがいる。 
 
    （3）ゼパニヤのメッセージ 
      ①ユダは、霊的リバイバルを経験したが、宮廷の中は依然として腐敗していた。 

②その時代に対する彼のメッセージのテーマは、「【主】の日」である。 
  ＊ヨエルは、「【主】の日」（大患難時代）に関する預言をした。 

      ③ゼパニヤのメッセージの 2 面性（闇と光） 
        ＊世界を襲う神の裁きが来るという警告のメッセージ 

＊神は悔い改める者を赦し回復してくださるという希望のメッセージ 



2018 年 4月 10 日（火） 60 分でわかる旧約聖書（36） 「ゼパニヤ書」 

2 
 

 
  2．アウトライン 
    Ⅰ．闇の部分：裁きの宣言（1：2～3：7） 
      1．全地に下る裁き（1：2～3） 
      2．ユダとエルサレムに下る裁き（1：4～2：3） 
      3．周辺諸国に下る裁き（2：4～15） 
      4．エルサレムに下る裁き（3：1～7） 
    Ⅱ．光の部分：回復の預言（3：8～20） 
      1．再臨（3：8） 
      2．諸国の回復（3：9～10） 
      3．イスラエルの回復（3：11～20） 
 
  結論：ゼパニヤ書の終末論 
 
ゼパニヤ書の内容について学ぶ。 
Ⅰ．闇の部分：裁きの宣言（1：2～3：7） 

1．全地に下る裁き（1：2～3） 
  （1）2 節 

Zep 1:2  わたしは必ず地の面から、／すべてのものを取り除く。／──【主】の御告げ─ 
      ①「わたしは地の面からすべてのものを一掃する」（新共同訳） 
        ＊箒によって地の面が掃き清められるというイメージが浮かぶ。 

＊ノアの時代には、地は洪水によって滅ぼされた。 
 
    （2）3 節 
Zep 1:3  わたしは人と獣を取り除き、／空の鳥と海の魚を取り除く。／わたしは、悪者ど

もをつまずかせ、／人を地の面から断ち滅ぼす。／──【主】の御告げ──  
      ①一掃される順番は、人、獣、空の鳥、海の魚の順である。 

＊これは、天地創造の時の順番が逆になったものである（創 1：20〜26）。 
②【主】の日の目的は、地上から悪を除き去ることである。 

＊神は罪に対しては厳しいが、罪人に対しては優しいお方である。 
＊それゆえ、さまざまな方法を通して、私たちに警告を発してくださる。 

 
  2．ユダとエルサレムに下る裁き（1：4～2：3） 
    （1）普遍的な裁きの次に、神の民であるユダに下る裁きが預言される。 
      ①普遍的な裁き以上に厳しい裁きがユダとエルサレムの上に下る。 
      ②エルサレムは神の都であり、指導者たちの背信は見逃すことができない。 
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    （2）裁かれる 5 種類の人々 
      ①バアルの残りの者（ヨシヤ王の宗教改革以降も、バアル礼拝者が残っていた） 
      ②偶像に仕える祭司 
      ③天の万象を拝む者ども（申 4：19 は、天体の礼拝を禁じている） 
      ④【主】に誓いを立てて礼拝をしながら、ミルコムに誓いを立てる者ども 
      ⑤【主】に従うことをやめた者たち 
        ＊ゼパニヤはまず、神の民の宗教的な罪を指摘した。 
        ＊偶像礼拝は、すべての堕落の根底にある罪である。 
 
    （3）それ以外の裁かれる人々 
      ①王家の者たち 
      ②商人たち 
 
    （4）【主】の日の描写 
Zep 1:14  【主】の大いなる日は近い。／それは近く、非常に早く来る。／聞け。【主】の

日を。勇士も激しく叫ぶ。  
Zep 1:15  その日は激しい怒りの日、／苦難と苦悩の日、荒廃と滅亡の日、／やみと暗黒の

日、雲と暗やみの日、  
Zep 1:16  角笛とときの声の日、／城壁のある町々と高い四隅の塔が襲われる日だ。 
      ①【主】の日（大患難時代）の目的は、地上から罪と罪人を一掃すること。 
      ②偶像も富も、その日に彼らを救い出すことはできない。 

③黙 6：15〜17 には、大患難時代に起こる叫びが記されている。 
④大患難時代が来ることを認めることは、伝道の動機になる。 
⑤キリストを信じた者は、神の怒り（大患難時代）から解放されている。 

 
  3．周辺諸国に下る裁き（2：4～15） 
    （1）周辺諸国が裁きを受けるとするなら、ユダは、より厳しい裁きを受ける。 

①ペリシテの地（イスラエルの西） 
②モアブとアモン（イスラエルの東） 
③エチオピヤ（イスラエルの南） 
④アッシリヤ（イスラエルの北）。 

 
  4．エルサレムに下る裁き（3：1～7） 

（1）エルサレムの 4 つの罪 
  ①預言者の呼びかけを聞こうともしない町 
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  ②預言者が語る懲らしめを受け入れようともしない町 
  ③【主】に信頼しない町 
  ④神に近づこうともしない町 
 
（2）神の民がいかに不正を行ったとしても、【主】は正しいお方である。 

      ①マタ 23：37 で、主イエスはエルサレムのために嘆かれた。 
Mat 23:37  ああ、エルサレム、エルサレム。預言者たちを殺し、自分に遣わされた人たち

を石で打つ者。わたしは、めんどりがひなを翼の下に集めるように、あなたの子らを幾たび

集めようとしたことか。それなのに、あなたがたはそれを好まなかった。  
 
 
Ⅱ．光の部分：回復の預言（3：8～20） 
  1．再臨（3：8） 
Zep 3:8  それゆえ、わたしを待て。／──【主】の御告げ──／わたしが証人として立つ

日を待て。／わたしは諸国の民を集め、／もろもろの王国をかき集めてさばき、／わたしの

憤りと燃える怒りを／ことごとく彼らに注ぐ。／まことに、全地はわたしのねたみの火に

よって、／焼き尽くされる。  
    （1）8 節は、ハルマゲドンの戦いとイスラエルの回復の預言である。 

①大患難時代の最後に、ハルマゲドンの戦いが戦われる。 
②諸国の軍隊が結集してイスラエルを滅ぼそうとする。 
③その時、メシアが地上に再臨され、敵は滅ぼされる。 
 

2．諸国の回復（3：9～10） 
  （1）9 節 

Zep 3:9  そのとき、わたしは、／国々の民のくちびるを変えてきよくする。／彼らはみな

【主】の御名によって祈り、／一つになって主に仕える。  
①大患難時代に救われる異邦人がいる。【主】の御名を呼ぶ者は救われる。 
②彼らは、「羊の異邦人」である。 

＊大患難時代においてユダヤ人を助ける異邦人たち（マタ 25：31〜46）。 
      ③彼らは、そのくちびるが清くされる民である。 

④彼らは、千年王国においては一つの言語を語り、神を礼拝するようになる。 
 
    （2）10 節 
Zep 3:10  クシュの川の向こうから、／わたしに願い事をする者、／わたしに散らされた者

たちが／贈り物を持って来る。 
      ①「わたしに散らされた者」とは、離散の地にいるユダヤ人たちのことである。 
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②その彼らが、イスラエルの地に帰還して来る。 
③「クシュの川の向こうから」には「地の果てから」というニュアンスがある。 
④羊の異邦人の助けにより、離散の民は、贈り物を携えて帰還して来る。 

 
  3．イスラエルの回復（3：11～20） 
    （1）11 節 
Zep 3:11  その日には、あなたは、／わたしに逆らったすべてのしわざのために、／恥を見

ることはない。／そのとき、わたしは、／あなたの中からおごり高ぶる者どもを取り去り、

／あなたはわたしの聖なる山で、／二度と高ぶることはない。  
      ①神は、イスラエルの中からも罪と罪人を取り去られる。 

  ＊イスラエルは、過去の自分の行為のゆえに恥を見ることがなくなる。 
②神はイスラエルの中に真の信仰者を起こし、彼らを祝福される。 

＊彼らは、「イスラエルの残れる者」たちである。 
      ③新生体験をしたイスラエルの民は、【主】に似た者と変えられて行く。 
 
    （2）14～15 節 
Zep 3:14  シオンの娘よ。喜び歌え。／イスラエルよ。喜び叫べ。／エルサレムの娘よ。心

の底から、喜び勝ち誇れ。  
Zep 3:15  【主】はあなたへの宣告を取り除き、／あなたの敵を追い払われた。／イスラエ

ルの王、【主】は、／あなたのただ中におられる。／あなたはもう、わざわいを恐れない。  
      ①イスラエルの民の回復は、最終的には「約束の地への帰還」につながる。 
      ②「喜び歌え」「喜び叫べ」「喜び」「勝ち誇れ」 

③この喜びがいかに大いなるものであるを示す 4 つの類似の言葉 
④主イエスを信じる私たちも、喜ぶように命じられている。 

1Th 5:16  いつも喜んでいなさい。  
1Th 5:17  絶えず祈りなさい。  
1Th 5:18  すべての事について、感謝しなさい。これが、キリスト・イエスにあって神があ

なたがたに望んでおられることです。  
 
 
結論：ゼパニヤ書の終末論 
  1．【主】の日（大患難時代）が襲ってくる。 
    （1）悪と悪人を一掃するための神の方法である。 
    （2）大患難時代においても、救われる異邦人がいる。 
      ①彼らは、「羊の異邦人」であり、イスラエルを助ける。 
    （3）大患難時代はイスラエルをメシアに導く神の方法である。 
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  2．メシアが再臨される。 
    （1）ハルマゲドンの戦い 
    （2）イスラエルの悔い改めと回心 
    （3）メシアの再臨 
 
  3．イスラエルに喜びが湧き上がる。 
Zep 3:15  【主】はあなたへの宣告を取り除き、／あなたの敵を追い払われた。／イスラエ

ルの王、【主】は、／あなたのただ中におられる。／あなたはもう、わざわいを恐れない。  
Zep 3:16  その日、エルサレムはこう言われる。／シオンよ。恐れるな。気力を失うな。  
Zep 3:17  あなたの神、【主】は、あなたのただ中におられる。／救いの勇士だ。／主は喜

びをもってあなたのことを楽しみ、／その愛によって安らぎを与える。／主は高らかに歌

ってあなたのことを喜ばれる。  
    （1）イスラエルの罪が取り除かれ、神の裁きが取り去られた。 

（2）イスラエルの敵は、【主】によって滅ぼされた。 
（3）【主】が王としてエルサレムに住み、そこから全世界を統治される。 
  ①これと同じことを、エレミヤもまた預言している。 

Jer 3:16  その日、あなたがたが国中にふえて多くなるとき、──【主】の御告げ──彼ら

はもう、【主】の契約の箱について何も言わず、心にも留めず、思い出しもせず、調べもせ

ず、再び作ろうともしない。  
Jer 3:17  そのとき、エルサレムは『【主】の御座』と呼ばれ、万国の民はこの御座、【主】

の名のあるエルサレムに集められ、二度と彼らは悪いかたくなな心のままに歩むことはな

い。  
    （4）イスラエルは敵を恐れる必要がなくなり、不安や恐れから解放された。 
    （5）神ご自身がイスラエルの民との交わりを喜んでくださる。 
 
  4．ゼパニヤ書の終末論から学ぶ教訓 
    （1）ヨハ 3：16 
Joh 3:16  神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子

を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。  
    （2）ゼパ 3：17 
Zep 3:17  あなたの神、【主】は、あなたのただ中におられる。／救いの勇士だ。／主は喜

びをもってあなたのことを楽しみ、／その愛によって安らぎを与える。／主は高らかに歌

ってあなたのことを喜ばれる。 
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60 分でわかる旧約聖書（37） 「ハガイ書」 
 

1．はじめに 
  （1）ハガイ書の位置づけ 
    ①大預言書（the Major Prophets） 
      ＊イザヤ書、エレミヤ書、哀歌、エゼキエル書、ダニエル書 
    ②小預言書（the Minor Prophets） 
  ＊ホセア書からマラキ書までの 12 書。 
    ③ハガイ書は、捕囚期後預言書（3）のひとつである。 
 
  （2）預言者ハガイ 

Hag 1:1  ダリヨス王の第二年の第六の月の一日に、預言者ハガイを通して、シェアルティ

エルの子、ユダの総督ゼルバベルと、エホツァダクの子、大祭司ヨシュアとに、次のような

【主】のことばがあった。  
    ①ハガイは、ユダで活動した預言者（活動期間は 3〜4 カ月）。 

②彼の系図は記されていないので、父親の名は不明である。 
③「ハガイ」という名は、ヘブル語の「祭り（ハグ）」から来たものである。 
④彼は、ゼカリヤと同時代の預言者（捕囚期後の最初の預言者）である。 

      ⑤彼に【主】のことばが下ったのは、「ダリヨス王の第二年の第六の月の一日」。 
＊これは、前 520 年に当たる。 

 
    （3）時代背景 
      ①ペルシヤの王クロスは、前 538 年に勅令を出し、すべての民が故国に帰還 

することを許可した。 
②ユダヤ人にもエルサレムへの帰還と、神殿再建が許可された（エズ 1：2〜 
4、6：3〜5）。 

      ③総督ゼルバベルに率いられて帰還した約 5 万人は、神殿の再建を開始した。 
④基礎は 2 年後に完成したが、サマリヤ人と周辺民族の妨害で工事は中断。 
⑤その状態がダリヨス大王の代まで続いた（エズ 4：1〜5、24）。 
⑥ハガイとゼカリヤが活動を開始したのは、ダリヨスの第 2年目（前 520年）。 

 
    （4）ハガイ書の内容 
      ①旧約聖書の中で、オバデヤ書に続いて短い（2 章しかない）。 
      ②工事が進まないのは、外部に敵がいるからではなく、内部に問題があるから。 

③ハガイ書の強調点の一つは、「【主】が語られた」という点である。 
④ハガイ書の主要テーマは、「先延ばしにすることの危険性」である。 
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  2．アウトライン 
    Ⅰ．メッセージ 1（1：2～15）：神殿再建の呼びかけ 
    Ⅱ．メッセージ 2（2：1～9）：将来の栄光の約束 
    Ⅲ．メッセージ 3（2：10～19）：汚れた民に下る祝福の約束 
    Ⅳ．メッセージ 4（2：20～23）：ゼルバベルに下る祝福の約束 
 
 
ハガイ書の 4 つのメッセージについて学ぶ。 
Ⅰ．メッセージ 1（1：2～15）：神殿再建の呼びかけ 
  1．神の時はまだ来ない。 
Hag 1:2  「万軍の【主】はこう仰せられる。この民は、【主】の宮を建てる時はまだ来な

い、と言っている。」  
    （1）「万軍の【主】」という御名は、ハガイ、ゼカリヤ、マラキの 3 人の預言者 

が好んで使ったものである（3 人の合計 90 回以上）。 
①この御名は、神の全能の力を示している。 

 
（2）イスラエルを「わたしの民」ではなく、「この民」と呼ばれている。 

①ホセ 1：9 参照 
      ②民の罪とは、「【主】の宮を建てる時はまだ来ない」と言っていること。 
      ③先延ばしの理由は、延々と続く。 
 
  2．民の罪 
Hag 1:4  「この宮が廃墟となっているのに、あなたがただけが板張りの家に住むべき時で

あろうか。  
    （1）これは修辞疑問文（答えを必要としない当然の事項）である。 

①「板張り」というのは、神殿の内装である。 
②15 年前に神殿のために用意した杉材を、自分の家に用いていたのであろう。 
③民の問題は、優先順位が逆転していたことにある。 

 
（2）過去 15 年の不作為（神殿建設の先延ばし）がもたらした裁き 
  ①収穫が少ないこと 

②食糧が不十分であること 
③ぶどう酒が不足していること 
④衣服が不足していること 
⑤労働が空しくなっていること 
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      ⑥この呪いの背後には、神とイスラエルの契約関係が存在している。 
＊申命記 28：38〜40。神に背くなら、呪いを受けることになる。 

 
  3．罪の治療法 
Hag 1:8  山に登り、木を運んで来て、宮を建てよ。そうすれば、わたしはそれを喜び、わ

たしの栄光を現そう。【主】は仰せられる。  
（1）罪の治療法が、3 つの動詞（命令形）で示される。 

①「山に登り、木を運んで来て、宮を建てよ」 
②杉材は、すでに使用されていたので、山から材木を調達する必要があった。 

 
（2）【主】の命令に忠実に従うなら、祝福が約束される。 

①「わたしはそれを喜び、わたしの栄光を現そう」 
 
  4．民の応答 
Hag 1:12  そこで、シェアルティエルの子ゼルバベルと、エホツァダクの子、大祭司ヨシュ

アと、民のすべての残りの者とは、彼らの神、【主】の御声と、また、彼らの神、【主】が

遣わされた預言者ハガイのことばとに聞き従った。民は【主】の前で恐れた。  
    （1）まず指導者たちが、ハガイの語る内容に積極的に応答した。 

①ゼルバベルは政治的指導者。 
②ヨシュアは宗教的指導者。 

 
（2）次に、「民のすべての残りの者」が同じように積極的に応答した。 

①「残りの者」という言葉は、少数の真の信仰者を指す場合がある。 
②ハガイ書では、単に「残された少数者」の意味である。 

 
    （3）【主】は、民の積極的応答を喜ばれた。 

①「わたしは、あなたがたとともにいる」 
②ここには、「神に近づきなさい。そうすれば、神はあなたがたに近づいてく 
ださいます」（ヤコ 4：8a）という原則がある。 

 
    （4）ついに民は、神殿再建の仕事に取りかかった。 

①ハガイの最初のメッセージから 23 日後に、民は行動を起こした。 
②ハガイのように短時間で民を動かした預言者は、稀である。 
③その背後には、聖霊の働きがあった。 
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Ⅱ．メッセージ 2（2：1～9）：将来の栄光の約束 
  1．第 2 のメッセージは、民が神殿再建に着手してから 3 週間半後にやって来た。 
Hag 2:1  ダリヨス王の第二年の第七の月の二十一日に、預言者ハガイを通して、次のよう

な【主】のことばがあった。  
    （1）「第 7 の月の 21 日」は、仮庵の祭りの最終日である。 

①収穫を祝う祭りであるが、収穫が乏しいので、民の心は沈んでいた。 
 
  2．3 つの質問 
    （1）ソロモンの神殿を見た者はだれか。 

①神殿が破壊されたのは前 586 年。再建が、66 年後（前 520 年）に始まった。 
②つまり、70 歳以上の老人ならソロモンの神殿を見たことがある。 

 
（2）その生き残りの者たちは、再建途上の神殿をどう見ているのか。 

 
（3）あなたがたの目には、まるで無いに等しいのではないか。 
  ①致命的だったのは、契約の箱がなかったことである。 

 
  3．【主】からの励ましのことば 
Hag 2:4  しかし、ゼルバベルよ、今、強くあれ。──【主】の御告げ──エホツァダクの

子、大祭司ヨシュアよ。強くあれ。この国のすべての民よ。強くあれ。──【主】の御告げ

──仕事に取りかかれ。わたしがあなたがたとともにいるからだ。──万軍の【主】の御告

げ──  
    （1）「強くあれ」という励まし 

①約束の地に入るヨシュアが受けたもの（申 31：7、ヨシ 1：6〜7、9、18）。 
②神殿建設の際にソロモンがダビデから受けたもの（1 歴 28：20）。 

 
（2）「仕事に取りかかれ」という命令 

①神殿建設の作業を延期するな。 
②「わたしがあなたがたとともにいる」という約束が伴っている。 

 
    （3）過去の祝福を覚えよ。 
      ①シナイ契約の祝福がある。 

②【主】は、民を罰するためにバビロン捕囚が起こることを許された。 
③しかし、イスラエルが「宝の民」、「祭司の王国」、「聖なる国民」（出 19： 
5〜6）であるという事実は変わらない。 
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    （4）将来の祝福（メシア的王国）を覚えよ。 
①民は、この神殿が貧弱なものであることを嘆いているが、千年王国の神殿は、 
豪華に飾られたものとなる。 
②なぜなら、諸国の民が宝物をもたらすからである。 

 
    （5）この宮の後の栄光 
Hag 2:9  この宮のこれから後の栄光は、先のものよりまさろう。万軍の【主】は仰せられ

る。わたしはまた、この所に平和を与える。──万軍の【主】の御告げ──」  
す。銀も金も、【主】のものです。 
      ①この預言は、メシアであるイエスが神殿の中に来られた時に成就した。 

②イエスは「平和の君」である（イザ 9：6）。 
③イエスは初臨において霊的平和をもたらし、再臨において肉体的平和をも 
たらされる。 

 
 
Ⅲ．メッセージ 3（2：10～19）：汚れた民に下る祝福の約束 
  1．これは、第 2 のメッセージの約 2 カ月後、工事着手の 3 カ月後に語られた。 

（1）この年の収穫は、不作であった。 
  ①民の疑問は、神殿再建に着手したのに、なぜ不作に終わったのかということ。 

②そこで【主】は、ハガイを通して、なぜ収穫が少ないのかを説明される。 
 

2．2 つの質問 
  （1）聖なる肉を運んでいる着物のすそが他の食物に触れたとしたら、その聖は転 

移するか。 
①祭司たちは、「否」と答えた。 
②これは正解である。聖は転移しない。 

 
（2）もし死体によって汚れた人が、何かに触れたら、それは汚れるか。 

①祭司たちは、「汚れる」と言った。 
②これもまた正解である。汚れは転移する。 

 
  3．適用 
    （1）イスラエルは神の民でありながら、異邦人のようであった（過去 15 年間）。 

①イスラエルの民の汚れは、神にささげる物に転移している。 
②神が求めておられるのは、形式ではなく、心からの信頼である。 
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    （2）しかし、翌年の収穫は大いに祝される。 
①その理由は、この 3 カ月間で民が【主】への信頼を表明したからである。 
②民の霊的状態と、畑の収穫物の状態とが相関関係にあることに注目しよう。 
 
 

Ⅳ．メッセージ 4（2：20～23）：ゼルバベルに下る祝福の約束 
  1．第 3 と第 4 のメッセージは、同じ日に与えられた。 

（1）第 4 のメッセージは、ゼルバベルのみに語られている。 
Hag 2:21  「ユダの総督ゼルバベルに次のように言え。わたしは天と地とを揺り動かし、  
Hag 2:22  もろもろの王国の王座をくつがえし、異邦の民の王国の力を滅ぼし、戦車と、そ

れに乗る者をくつがえす。馬と騎兵は彼ら仲間同士の剣によって倒れる。  
      ①「天と地を揺り動かし」は、メシア的王国の前の大患難時代を預言したもの。 

②この時、反キリストは破れ、反キリストの軍勢は倒される。 
＊ハルマゲドンの戦いにおいて、このことが成就する。 

      ③ゼルバベルは、印形のようにされる。 
        ＊公文書のサインに用いた「王の印」、「権威の印」である。 

＊王の印形は、王自身がその指にはめており、王から離れることはない。 
＊印形のように、神はゼルバベルを特別に扱い、彼から離れることはない。 

 
 
結論 
  1．罪人は、どうしたらできるかではなく、できないことの理由を考える。 

（1）この時期のイスラエルの民と同じように、私たちもまた失敗の言い訳をした 
り、先延ばしの口実を設けたりする者である。 
（2）そのような優柔不断と先延ばしの姿勢からは、良い結果は生まれて来ない。 

 
  2．今はどういう時か。 
    （1）イエスは弟子たちにこう言われた。 
Joh 4:35  あなたがたは、『刈り入れ時が来るまでに、まだ四か月ある』と言ってはいませ

んか。さあ、わたしの言うことを聞きなさい。目を上げて畑を見なさい。色づいて、刈り入

れるばかりになっています。  
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60 分でわかる旧約聖書（38） 「ゼカリヤ書」 
 

1．はじめに 
  （1）ゼカリヤ書の位置づけ 
    ①大預言書（the Major Prophets） 
      ＊イザヤ書、エレミヤ書、哀歌、エゼキエル書、ダニエル書 
    ②小預言書（the Minor Prophets） 
  ＊ホセア書からマラキ書までの 12 書。 
    ③ゼカリヤ書は、捕囚期後預言書（3）のひとつである。 
      ＊メシア預言が満載である（新約聖書には、本書への言及が 41 回ある）。 
      ＊旧約聖書の中で最もキリスト論的な書である。 
 
  （2）預言者ゼカリヤ 

Zec 1:1  ダリヨスの第二年の第八の月に、イドの子ベレクヤの子、預言者ゼカリヤに、次の

ような【主】のことばがあった。 
      ①バビロン捕囚の間（70 年）、イスラエルの地では預言者の活動はなかった。 
        ＊捕囚の地では、ダニエルとエゼキエルが活躍していた。 

②捕囚からの帰還後に、3 人の預言者が登場する。 
＊ハガイ、ゼカリヤ、マラキを捕囚期後預言者と言う。 

      ③ゼカリヤが活動を開始したのは、ダリヨスの第二年の第八の月（前520年）。 
      ④ハガイもまた同じ年に召命を受けたが（エズ 5：1、6：14）。 

＊ハガイの場合は、活動期間が 3 カ月であった。 
＊ゼカリヤは、ハガイの働きを継承した。 

      ⑤ゼカリヤの活動期間は、前 470 年まで続いた。約 50 年間の活動。 
      ⑥ゼカリヤ書のキーワードは、「万軍の【主】」（52 回も出てくる）。 

⑦ゼカリヤは、「イドの子ベレクヤの子」であった。 
 

（3）この時代のイスラエルの民の霊的状態 
①彼らは、偶像礼拝からは離れていた。 
  ＊バビロン捕囚により教訓を学んだ。 
②ユダヤ教の歴史の中では、会堂の建設がこの時期から始まっている。 
③それでも、民の霊的状態は非常に貧しいものであった。 
④そういう霊的背景の中で、ゼカリヤは民を励ますメッセージを語った。 

＊ダニエル書のテーマは「異邦人の時」。 
＊ゼカリヤ書のテーマは、「異邦人の時の間のイスラエル」。 
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  2．アウトライン 
    Ⅰ．8 つの幻（1～6 章） 
    Ⅱ．幕あい：断食に関する質問（7～8 章） 
    Ⅲ．2 つの預言的宣告（9～14 章） 

1. メシアの初臨（9～11 章） 
2. メシアの再臨（12～14 章） 

 
ゼカリヤ書のメシア預言について学ぶ。 
Ⅰ．8 つの幻（1～6 章） 
    （1）ゼカリヤは、一晩で見た 8 つの幻を解説する。 
      ①これは、神殿建設を躊躇している民を励ますための幻である。 
 
    （2）8 つの幻の内容 
      ①エルサレムは解放され、清められ、再建される。 
      ②エルサレムは、平和と繁栄を享受する町となる。 
      ③6 章の最後で、ゼカリヤは、金と銀で王冠を作り、それを大祭司ヨシュアの 

頭にかぶらせる。 
  ＊王であり祭司であるというのは、メシアの予表である。 

 
 
Ⅱ．幕あい：断食に関する質問（7～8 章） 
    （1）ベテルの住民たちがエルサレムに上って来て、質問をした。 
      ①エルサレムの崩壊を記念する断食を、今後とも継続すべきか。 
        ＊第 5 の月の断食 
      ②エルサレムが再建されるなら、なぜ断食を続ける必要があるのか。 
 
    （2）ゼカリヤの回答 
      ①断食は、カレンダーに基づいて行うものではない。 

②断食は、心から出て来るものでなければならない。 
③栄化されたエルサレムでは、断食（fast）は宴会（feast）に変えられる。 
 

 
Ⅲ．2 つの預言的宣告（9～14 章） 

1. メシアの初臨（9～11 章） 
  （1）ゼカ 9：9 
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Zec 9:9  シオンの娘よ。大いに喜べ。／エルサレムの娘よ。喜び叫べ。／見よ。あなた

の王があなたのところに来られる。／この方は正しい方で、救いを賜り、／柔和で、ろばに

乗られる。／それも、雌ろばの子の子ろばに。  
①大いに喜べとは、恐れる必要はないということである。 

＊ギリシア人の王（アレキサンダー）ではなく、ユダヤ人の王が来られる。 
②その王の性質が 3 つ挙げられる。 

＊「正しい方」。常にメシアに帰される性質である。 
＊「救いを賜る方」。ユダヤ人の王は救うために来られる。 
＊「柔和な方」。メシアは受難のしもべとして来られる。 

      ③メシアは、まだ誰も乗ったことのない「子ろば」に乗って来られる。 
＊平和の君として来られることを意味している。 

      ④この預言は、マタイ 21：1〜11 で成就した。 
⑤その時人々は、「ダビデの子にホサナ。祝福あれ。主の御名によって来られ 
る方に。ホサナ。いと高き所に」（マタ 21：9）と叫んだ。 
⑥ところが、その 1 週間後にイエスは十字架に渡された。 
  ＊初臨と再臨に区別がついていなかった。 

 
  （2）ゼカ 11：12～13 
Zec 11:12  私は彼らに言った。「あなたがたがよいと思うなら、私に賃金を払いなさ

い。もし、そうでないなら、やめなさい。」すると彼らは、私の賃金として、銀三十シェケ

ルを量った。  
Zec 11:13  【主】は私に仰せられた。「彼らによってわたしが値積もりされた尊い価

を、陶器師に投げ与えよ。」そこで、私は銀三十を取り、それを【主】の宮の陶器師に投げ

与えた。  
      ①ゼカリヤは指導者たちに、自分の働きに対する賃金を要求した。 

②もし価値がないと判断するなら、払わなくてもよい。 
③それに応答して、指導者たちは、銀 30 シェケル（銀貨 30 枚）を払った。 

＊ユダヤ的文脈では、これは何も払わないよりも、さらに悪い。 
＊出 21：32 の規定では、銀貨 30 枚は、殺された奴隷の値段である。 
＊指導者たちは、ゼカリヤの働きを軽蔑したのである。 

      ④【主】の命令。 
＊「彼らによってわたしが値積もりされた尊い価を、器師に投げ与えよ」 
＊指導者たちが払った銀貨 30 枚は、【主】を値積りした価格でもあった。 
＊それは、【主】を軽蔑する象徴的な数字である。 

      ⑤ゼカリヤは、それを【主】の宮の付近にあった陶器師の地区に投げ込んだ。 
      ⑥以上のことは、キリストの生涯において成就した。 
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＊キリストは銀 30 枚で売られた（マタ 26：14〜16）。 
＊銀 30 枚は、陶器師の畑を買うために用いられた（マタ 27：3〜10）。 
＊イエスを買うための銀 30 枚は、神殿の金庫から拠出された。 
＊指導者たちは、無意識的に、究極のいけにえであるイエスを買っていた。 

 
 
2. メシアの再臨（12～14 章） 
  （1）ゼカ 12：10 

Zec 12:10  わたしは、ダビデの家とエルサレムの住民の上に、恵みと哀願の霊を注

ぐ。彼らは、自分たちが突き刺した者、わたしを仰ぎ見、ひとり子を失って嘆くよう

に、その者のために嘆き、初子を失って激しく泣くように、その者のために激しく泣

く。  

      ①ハルマゲドンの戦いの最後に、神は聖霊をイスラエルの民の上に注がれる。 
      ②聖霊の傾注によって、イスラエルの民は霊的変化を経験する。 

③彼らは、「自分たちが突き刺した者」を仰ぎ見る。 
④キリストが救い主であることを理解した民は、キリストに哀願する。 

＊自分たちのところに戻ってくださいと。 
＊これが、イスラエルの民の民族的回心の様子である。 

      ⑤イスラエルの民の回心は、メシアの再臨、千年王国の成就へとつながる。 
 
  （2）ゼカ 14：4 
Zec 14:4  その日、主の足は、エルサレムの東に面するオリーブ山の上に立つ。オリー

ブ山は、その真ん中で二つに裂け、東西に延びる非常に大きな谷ができる。山の半分は北へ

移り、他の半分は南へ移る。  
①メシアの再臨の時に地形が激変することが預言されている。 
②オリーブ山は、エルサレムの東側にあって南北に延びる小山脈である。 
③その小山脈が、大地震によって南北に割け、中央に、東西に延びる非常に大 
きな谷ができる。 
④地殻変動が起こるのはエルサレム近辺だけでなく、全地に渡る。 
 

  （3）ゼカ 14：9 
Zec 14:9  【主】は地のすべての王となられる。その日には、【主】はただひとり、御

名もただ一つとなる。  
    ①メシアの再臨後、千年王国（メシア的王国）が設立される。 

②千年王国では、【主】だけが神として礼拝される。 
③千年王国においては、一切の偶像が取り除かれ、偶像礼拝が消滅する。 
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  （4）ゼカ 14：16～17 
Zec 14:16  エルサレムに攻めて来たすべての民のうち、生き残った者はみな、毎年、

万軍の【主】である王を礼拝し、仮庵の祭りを祝うために上って来る。  
Zec 14:17  地上の諸氏族のうち、万軍の【主】である王を礼拝しにエルサレムへ上っ

て来ない氏族の上には、雨が降らない。  
      ①「生き残った者」とは、大患難時代を生き延びた異邦人信者のことである。 

＊彼らは、マタイ 25：31〜41 に出てくる「羊の異邦人」でもある。 
②その彼らが、毎年エルサレムに上って来る。 

＊万軍の【主】である王を礼拝するため（イザ 2：2〜4、エゼ 40〜48 章）。 
＊仮庵の祭りを祝うため（レビ 23：34〜43）。 

・仮庵の祭りは、メシア的王国を預言した祭りである。 
      ③年に一度、エルサレムに上ることは、すべての民の義務となる。 

＊「代表団」を派遣するということ。 
      ④もしこの命令に背くなら、その民の上には一年間雨が降らなくなる。 

＊つまり、収穫がないということ。 
 
  結論 
    （1）異邦人である私たちも、メシア的王国における仮庵の祭りに招かれている。 
      ①その日には、王なるイエスを顔と顔を合わせて仰ぎ見るようになる。 
      ②この喜びの日を楽しみに、今を生きようではないか。 
 
    （2）ゼカリヤは、「イドの子ベレクヤの子」であった。 
Zec 1:1  ダリヨスの第二年の第八の月に、イドの子ベレクヤの子、預言者ゼカリヤに、次の

ような【主】のことばがあった。  
①イドは、「彼の時」という意味。 
②ベレクヤは、「【主】は祝福する」という意味。 
③ゼカリヤは、「【主】は覚えている」という意味。 
④「【主】は覚えておられ、ご自身の時が来たなら、その民を祝福してくださ 
る」というのがゼカリヤ書のメッセージである 
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60 分でわかる旧約聖書（39） 「マラキ書」 
 

1．はじめに 
  （1）マラキ書の位置づけ 
    ①大預言書（the Major Prophets） 
      ＊イザヤ書、エレミヤ書、哀歌、エゼキエル書、ダニエル書 
    ②小預言書（the Minor Prophets） 
  ＊ホセア書からマラキ書までの 12 書。 
    ③マラキ書は、捕囚期後預言書（3）のひとつである。 
      ＊この預言書は、イスラエルに与えられた最後の呼びかけである。 

＊これ以降、バプテスマのヨハネの登場まで、預言者は登場しなかった。 
＊マラキ書は、旧約聖書の締めくくり、新約聖書への橋渡しの書である。 

 
    （2）預言者マラキ 

①「マラキ」とは、「私の天使」、「私の使者」という意味である。 
  ＊これ以上の情報はない。 
②マラキは、捕囚期以降にユダヤ（特にエルサレム）で活動した。 

＊彼が活動した時代は、ペルシヤ時代であった。 
＊さらに、第 2 神殿完成以降の時代であった（前 515 年以降）。 

 
    （3）マラキ書のテーマ 
Mal 1:1  宣告。マラキを通してイスラエルにあった【主】のことば。  
      ①これが、この預言書のイントロダクションであり、要約である。 
      ②「宣告」はヘブル語で「マッサー」で、「重荷」とも訳せる言葉である。 
      ③この言葉は、極めて重い内容（警告と裁き）の預言を示唆している。 

④彼が取り上げた問題は、ネヘミヤ記で問題とされている内容と合致する。 
＊祭司の腐敗 
＊異邦人との雑婚 
＊社会的弱者への抑圧 
＊ささげ物の軽視 

      ⑤マラキは、対話形式でこの預言書を書いている。 
 
  2．アウトライン 
    Ⅰ．イスラエルに対する神の愛（1：1～6） 
    Ⅱ．祭司たちの冒涜の罪（1：6～2：9） 
    Ⅲ．民の社会的罪（2：10～16） 
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    Ⅳ．ふたりの「使者」の到来（2：17～3：6） 
    Ⅴ．民の宗教的罪（3：7～4：3） 
    まとめ（4：4～6） 
 
マラキ書の預言について学ぶ。 
Ⅰ．イスラエルに対する神の愛（1：1～5） 
  1．【主】が語られる。 
Mal 1:2a  「わたしはあなたがたを愛している」と【主】は仰せられる。 
    （1）「愛している」はヘブル語で「アハブ」という動詞である。 

①旧約聖書では、神の愛に関して 32 回使用されている。 
②そのうち 23 回までが、イスラエルに対する神の愛を示すものである。 
③この愛は、「契約に基づく愛」である。 

 
  2．それに対して民が疑問を呈する。 
Mal 1:2ｂ 「どのように、あなたが私たちを愛されたのですか」と。 
    （1）神殿が再建されてから数 10 年が経過していた。 

①しかし、ハガイやゼカリヤが預言していた「御国」は、成就していない。 
②イスラエルは、相変わらず大国ペルシヤの支配下にあった。 
③民の感謝の思いは徐々に冷め、形式的な礼拝と律法軽視が蔓延していた。 

 
3．民の疑問に、【主】がお答えになる。 

（1）神は、ヤコブとエサウを比較された。 
Mal 1:2ｃ 「エサウはヤコブの兄ではなかったか。／──【主】の御告げ──／わたしは

ヤコブを愛した。  
Mal 1:3  わたしはエサウを憎み、／彼の山を荒れ果てた地とし、／彼の継いだ地を荒野の

ジャッカルのものとした。」  
      ①双子の兄弟のうち、長子の権利を継承したのは、ヤコブであった。 

②「愛した」と「憎む」という 2 つの動詞は、選びを示す言葉である。 
③イスラエルと同じように、エドムもまたバビロンによって滅ぼされた。 
④エドムは、国の再建を試みたが、廃墟から立ち直ることはなかった。 
⑤イスラエルとエドムを対比するなら、神の愛と栄光をたたえるはずである。 

 
Ⅱ．祭司たちの冒涜の罪（1：6～2：9） 
  1．イスラエル（神の子）は、父である神を敬わない。 
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Mal 1:6a  「子は父を敬い、しもべはその主人を敬う。／もし、わたしが父であるなら、／

どこに、わたしへの尊敬があるのか。／もし、わたしが主人であるなら、／どこに、わたし

への恐れがあるのか。 
 

2．祭司たちは、それを認めない。 
Mal 1:6b ──万軍の【主】は、あなたがたに仰せられる──／わたしの名をさげすむ祭司

たち。／あなたがたは言う。／『どのようにして、／私たちがあなたの名をさげすみました

か』と。  
 
  3．祭司たちの罪の糾弾 
    （1）祭司たちは、祭壇の上に汚れたいけにえを捧げていた。 

①「汚れた」とは、儀式的な汚れを指す。それは心の問題の現れである。 
＊盲目の獣 
＊足のなえたものや病気のもの 

②「さあ、あなたの総督のところにそれを差し出してみよ。彼はあなたをよみ 
し、あなたを受け入れるだろうか」（8 節） 

＊「総督」は、異邦人の支配者である。 
＊人間でも受け取らないようなものを、神にささげてよいのか。 

 
    （2）汚れたいけにえをささげるよりも、神殿の扉を閉めたほうがましである。 

①しかし、無意味な礼拝を止める者は誰もいない。 
 
  4．神の御名の冒涜の罪 

（1）将来、異邦人たちが【主】を王として礼拝し、その御名をあがめる時が来る。 
①メシアの死と復活のメッセージが全世界に伝えられる時に、起こる。 

      ②イスラエル人たちは、今、主の御名を冒涜している。 
      ③祭司たちは、祭儀制度そのものを煩わずらわしく思い、それを軽蔑している。 

＊恵みの手段である制度を軽蔑するのは、神の御名を軽蔑するのと同じ。 
      ④祭司たちは、律法と契約に不真実である。 

⑤もし彼らが、同じ罪を犯し続けるなら、さらに深刻なのろいが送られる。 
      ⑥祭司たちは、祭司職の源であるレビの信仰に立ち返る必要があった。 
 
Ⅲ．民の社会的罪（2：10～16） 
  1．民の不真実な態度の糾弾 
    （1）互いに対する裏切り 
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Mal 2:10  私たちはみな、／ただひとりの父を持っているではないか。／ただひとりの神が、

私たちを創造したではないか。／なぜ私たちは、互いに裏切り合い、／私たちの先祖の契約

を汚すのか。  
      ①スラエル人全員が同じ神によって創造されている。 

②兄弟愛に基づく誠実さを示すべきなのに、裏切り、先祖の契約を汚した。 
＊「先祖の契約」とはアブラハム契約のことである。 

 
    （2）不信者との結婚 
      ①マラキの時代のユダヤ人たちは、偶像礼拝者の異邦人女性と結婚していた。 

②不信者との雑婚は、禁止されていた（出 34：15〜16、申 7：3 参照）。 
③このような結婚をしている者に、神のさばきが下る。 

 
    （3）離婚の問題 
      ①神が民のささげ物を喜ばない理由は、離婚にあった。 
      ②結婚は、神によって造られた制度である。 

③イスラエルの民は、イスラエル人の妻との離婚まで実行していた。 
 
Ⅳ．ふたりの「使者」の預言（2：17～3：6） 
  1．契約の使者（メシア）の到来の預言 
    （1）「あなたがたは、あなたがたのことばで【主】を煩わした」 
 

（2）「どのようにして、私たちは煩わしたのか」 
①「悪を行う者もみな【主】の心にかなっている。主は彼らを喜ばれる」 
②「さばきの神はどこにいるのか」 

 
（3）この挑戦的な発言に対する神からの回答が、3：1〜6 である。 
  ①裁きの時が来る。 
  ②その前に、恵みの時が来る。 
 
（4）3：1 はメシアの初臨の預言である。 

Mal 3:1  「見よ。わたしは、わたしの使者を遣わす。／彼はわたしの前に道を整える。／

あなたがたが尋ね求めている主が、／突然、その神殿に来る。／あなたがたが望んでいる契

約の使者が、／見よ、来ている」と万軍の【主】は仰せられる。  
      ①「わたしの使者」というのは、メシアの先駆者バプテスマのヨハネである。 
      ②「あなたがたが尋ね求めている主」とはメシアである。 

③裁きの前に「恵みの時代」が与えられることに注目しよう。 
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    （5）3：2〜6 はメシアの再臨の預言である。 

①再臨のメシアは、罪を裁き、神の計画を成就するお方として来られる。 
②祭司たちはきよめられ、再び神殿でいけにえをささげるようになる。 

＊このいけにえは、メシアの死を記念するためのものである。 
③その日、レビ族だけでなく、民全体が裁かれる。 

＊マラキは、社会的正義が行われることに強い関心を示している。 
      ④再臨のメシアによる裁きの預言の最後に、神の守りの約束が書かれている。 

⑤不真実なイスラエルが滅ぼし尽くされない理由は、神の契約の愛にある。 
⑥異邦人の私たちも、キリストにあって神の契約の愛の中に置かれている。 

 
Ⅴ．民の宗教的罪（3：7～4：3） 

1．「わたしのところに帰れ。そうすれば、わたしもあなたがたのところに帰ろう」 
（1）神は常に、民が悔い改めてご自身のもとに帰って来るのを待っておられる。 
 
（2）「どのようにして、私たちは帰ろうか」 

①彼らには、罪の認識がない。 
②神はこの問いに対して回答せずに、次の質問に移る。 

 
2．「人は神のものを盗むことができようか。ところが、あなたがたはわたしのものを 
盗んでいる」 

（1）「盗んでいる」という動詞は分詞形で、継続した動作を表している。 
①「どのようにして、私たちはあなたのものを盗んだでしょうか」 
②「それは、十分の一と奉納物によってである」 

 
    （2）民の 2 つの質問への答えは、同じである。 

①真実なささげ物をささげることが、神に立ち返ることであり、神のものを神 
にお返しする、ということである。 

      ②「十分の一」とは、すべての収穫の十分の一のことである。 
      ③「奉納物」とは、いけにえの動物の中の祭司の取り分のことである。 

④この 2 種類のささげ物がないと、祭司は生活することができなくなる。 
 

（3）神から民への招きのことばが語られる。 
Mal 3:10  十分の一をことごとく、宝物倉に携えて来て、／わたしの家の食物とせよ。／こ

うしてわたしをためしてみよ。／──万軍の【主】は仰せられる──／わたしがあなたがた
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のために、天の窓を開き、／あふれるばかりの祝福を／あなたがたに注ぐかどうかをため

してみよ。  
      ①誠実なささげ物に対して、祝福が約束される。 

②これらの命令は、モーセの律法の時代に適用される原則である。 
      ③新約時代の献金の原則は、2 コリント 9：6〜15 に記されている。 

＊喜んでささげる人は祝福される。 
＊献金は礼拝でもある。 

 
    （4）不信者の応答 

①神に仕えても、なんの益もない。それはむなしいことだ。 
②十分の一や奉納物をささげても、また、断食や悔い改めをしても、なんの益 
もない。それもまた、むなしいことである。 
③神を神とも思わずに生きている者たちは、大いに栄えている。 

 
    （5）信者の応答 
      ①【主】を恐れる者たち」は、互いに【主】を恐れることを戒め合う。 

②【主】は、彼らの祈りに耳を傾けてくださる。 
③「主の前で、記憶の書が」しるされた。 
④イスラエルの残れる者たちは、【主】の宝となり、【主】のものとなる。 
⑤イスラエルの残れる者たちは、大患難時代において【主】の守りを体験する。 
⑥神は「正しい人（神に仕える者）」と「悪者（仕えない者）」を区別される。 
⑦これは、義なる生活をするための動機である。 
⑧神の招きにどう応答するかによって、私たちの将来が決定される。 

 
    （6）【主】の日の預言（4：1〜3） 
      ①「その日」とは、大患難時代のことである。 

②大患難時代の目的は、地上から悪を取り除くことにある。 
 

まとめ（4：4〜6） 
    （1）モーセの律法を忠実に守るようにとの勧告がなされる（4 節）。 
      ①期間は、2 人の使者（バプテスマのヨハネとメシア）の到来までである。 

②この期間を「中間時代」と呼ぶ。 
③その間、モーセの律法は、口伝律法によって破壊された状態になる。 

 
    （2）預言者エリヤの到来 
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Mal 4:5  見よ。わたしは、／【主】の大いなる恐ろしい日が来る前に、／預言者エリヤを

あなたがたに遣わす。  
Mal 4:6  彼は、父の心を子に向けさせ、／子の心をその父に向けさせる。／それは、わた

しが来て、／のろいでこの地を打ち滅ぼさないためだ。」  
      ①バプテスマのヨハネは、エリヤの型であるが、エリヤではない。 

②大患難時代の前に、エリヤが【主】から遣わされて来る。 
③彼の使命は、家族の一致をもたらすことにある。 
④ユダヤ人の家庭では、イエスをメシアと信じると分裂が起こる。 
⑤マラキ書の最後は、もし神の招きに応答しないなら、「のろいでこの地を打 
ち滅ぼす」という警告で終わる。 
⑥メシアの再臨までの期間は、神の忍耐と憐みの時である。 
⑦この期間に、【主】に立ち返る人は幸いである。 
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60 分でわかる旧約聖書（40） 「中間時代」 
 

1．はじめに 
  （1）中間時代とは 
    ①英語で「intertestamental period」という。 
    ②マラキ書が完成してからキリストが登場するまでの期間を指す。 
    ③預言者マラキの時代から、バプテスマのヨハネの登場までの期間 
      ＊マラ 3：1 

Mal 3:1  「見よ。わたしは、わたしの使者を遣わす。／彼はわたしの前に道を整える。／あ

なたがたが尋ね求めている主が、／突然、その神殿に来る。／あなたがたが望んでいる契約

の使者が、／見よ、来ている」と万軍の【主】は仰せられる。 
    ④「400 年の沈黙の期間」とも言う。 
    ⑤この期間に、イスラエルの政治的、宗教的、社会的状況は激変した。 
 
  （2）新しい啓示は与えられなかったが、神が休憩していたということではない。 
    ①この期間は、新しい啓示を必要としない時代である。 
    ②神は、契約の民イスラエルを忘れてはおられなかった。 
    ③神は、ご自身の計画を進めておられた。 
    ④中間時代は、メシア登場の舞台が整う時代である。 
 

  2．アウトライン 
    Ⅰ．政治的状況の変化 
    Ⅱ．宗教的状況の変化 
    Ⅲ．社会的状況の変化 
 
 
中間時代について学ぶ。 
Ⅰ．政治的状況の変化 
  はじめに：政治的状況は、ダニ 2：31～35 の預言通りに進んだ。 
Dan 2:31  王さま。あなたは一つの大きな像をご覧になりました。見よ。その像は巨大で、

その輝きは常ならず、それがあなたの前に立っていました。その姿は恐ろしいものでした。  
Dan 2:32  その像は、頭は純金、胸と両腕とは銀、腹とももとは青銅、  
Dan 2:33  すねは鉄、足は一部が鉄、一部が粘土でした。  
Dan 2:34  あなたが見ておられるうちに、一つの石が人手によらずに切り出され、その像の

鉄と粘土の足を打ち、これを打ち砕きました。  
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Dan 2:35  そのとき、鉄も粘土も青銅も銀も金もみな共に砕けて、夏の麦打ち場のもみがら

のようになり、風がそれを吹き払って、あとかたもなくなりました。そして、その像を打っ

た石は大きな山となって全土に満ちました。  
（1）王は、夢で一つの大きな像の幻を見た（異邦人の 4 大帝国の興亡）。 

    （2）ダニエルによる解き明かし 
      ①頭は純金（バビロン帝国）。 
      ②胸と両腕は銀（メド・ペルシヤ連合帝国）。 
      ③腹とももは青銅（アレクサンドロス大王のギリシヤ帝国）。 
      ④すねは鉄、足は一部が鉄、一部が粘土（第 4 の帝国‐帝国主義）。 
      ⑤一つの石が人手によらずに切り出され、像の鉄と粘土の足を打ち砕いた。 
        ＊その像を打った石は、大きな山となって全土に満ちた。 
        ＊この山は、メシア的王国（千年王国）を象徴している。 
 
  1．頭は純金（バビロン帝国） 
    （1）バビロンは、メド・ペルシヤ連合帝国によって滅ぼされた（前 539 年） 
 
  2．胸と両腕は銀（メド・ペルシヤ連合帝国） 
    （1）イスラエルの民は、ペルシヤ帝国の支配下に置かれた（前 532～332 年）。 
      ①ペルシヤ帝国は、ユダヤ人が自分の宗教を維持することを許した。 
      ②ペルシヤの王クロスは、エルサレムの神殿の再建を許可した。 

③この時期は、ユダヤ人にとっては比較的平和な時代であった。 
      ④旧約時代の最後の100年から中間時代の最初の100年にかけの合計200年。 
 
  3．腹とももは青銅（アレクサンドロス大王のギリシヤ帝国） 
    （1）アレクサンドロス大王がペルシヤのダリヨスを破った（前 331 年）。 
      ①マケドニア帝国が世界の覇権国となる。 
      ②彼はギリシア文明の庇護者であった。 
        ＊アリストテレスの弟子 
        ＊ギリシア哲学や政治学を学んだ。 
        ＊征服した地に、ギリシア文明を紹介した。 
      ③ギリシア文明は、ユダヤ人に悪影響をもたらした。 
        ＊世俗的 
        ＊人間中心 
        ＊偶像礼拝 
 
    （2）アレクサンドロスの死後、帝国は 3 分割された。 
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      ①マケドニアのアンティゴノス朝 
②エジプトのプトレマイオス朝 
③シリアのセレウコス朝 

 
    （3）セレウコス朝の王アンティオコス・エピファネスが神殿を冒涜した。 
      ①神殿に豚を捧げ、異教の祭壇を築いた（前 167 年頃）。 
      ②ユダヤ人の抵抗運動であるマカベア戦争が起こった（前 166～前 142 年）。 
      ③この戦争の結果、ユダヤ人の自治がしばらく続いた（ハスモン朝）。 
 
  4．すねは鉄、足は一部が鉄、一部が粘土（第 4 の帝国‐帝国主義） 
    （1）ローマのポンペイウスがイスラエルを征服した（前 63 年）。 
      ①ヘロデは、ローマ帝国によってユダヤの王に任命された。 
      ②ユダヤ人たちは、ローマの圧政と重税に苦しめられた。 
 
    （2）ユダヤでは、ギリシア・ローマ文明とヘブル文明が混在するようになった。 
 
 
Ⅱ．宗教的状況の変化 
  1．サドカイ派 
    （1）サドカイ派は、祭司たちと貴族階級の者たちから成っていた。 
      ①政治的には、親ローマである。一般大衆の支持はなかった。 
      ②神学的には、モーセの五書しか神のことばとして認めていなかった。 
      ③パリサイ派の口伝律法に強く反発した。 
      ④天使や悪霊の存在を否定した。 
      ⑤魂の永遠性を否定し、肉体の復活も否定した。 
 
  2．パリサイ派 
    （1）パリサイ派は、ヘブル語「パラシム」で、ギリシア語で「ファリサイオス」。 
      ①「分離した」という意味。 
      ②ユダヤ教の種々のグループの中で、文化的には最も保守的である。 
        ＊特に、ヘレニズム化には抵抗した。 
      ③教理的には、イエスと弟子たちは、サドカイ派よりもパリサイ派に近かった。 
        ＊死者の復活を信じていた。 
        ＊永遠の報奨と永遠の裁きを信じていた。 
        ＊天使や悪霊の存在を信じていた。 
        ＊神の主権と人間の責務をバランス良く理解していた。 
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        ＊律法、預言者、諸書の全体を神の啓示と信じていた。 
        ＊律法の遵守に熱心。律法の周りに垣根を立てた（口伝律法）。 
      ④この時代、民衆にとっては、ユダヤ教と言えばパリサイ的ユダヤ教であった。 
      ⑤パリサイ人の中には、イエスを支持する人とイエスに敵対する人がいた。 
      ⑥教会が誕生した直後は、パリサイ派は教会に対して中立的な立場を取った。 
      ⑦使 8 章になって、パリサイ人のサウロが教会を迫害するようになる。 
 
  3．ギリシア語訳聖書 
    （1）ヘブル語を話さないユダヤ人の増加。ギリシア語訳聖書が必要になった。 
      ①七十人訳聖書が誕生した。 
      ②新約の記者が旧約聖書から引用する場合は、ほとんどが七十人訳聖書。 
      ③新約聖書はギリシア語で書かれている。 
 
 
Ⅲ．社会的状況の変化 
  1．ユダヤ人たちの霊的渇望 
    （1）ユダヤ人たちは、絶望していた。 
      ①バビロンからの帰還、ペルシヤ、ギリシアによる支配 
      ②マカベア戦争による自治の回復 
      ③ローマによる支配 
 
    （2）信仰はなきに等しかった。 
      ①メシアの到来しか、この問題を解決することができない。 
      ②メシア待望の高まり 
 
  2．異邦人たちの宗教への失望 
    （1）多神教への疑問 
      ①道徳的退廃 
      ②ギリシア神話からユダヤ人の聖書へ 
      ③聖書は、ギリシア語で読めるようになっていた。 
 
  3．その他の変化 
    （1）ローマによる平和 
      ①安全な旅行が可能になった。 
 
    （2）ローマによる道路建設 
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      ①移動が容易になった。 
 
    （3）ギリシア語が共通語になった。 
      ①コイネー・グリーク 
      ②新約聖書のギリシア語である。 
 
    （4）会堂が各地に建設された。 
      ①バビロン捕囚の期間に誕生したと思われる。 
      ②神殿崩壊後も、ユダヤ教を維持するための方法として生まれた。 
      ③会堂は、祈りとトーラーの学びのためのコミュニティセンターとなった。 
      ④捕囚からの帰還後、各地にシナゴーグが建てられた。 
      ⑤ディアスポラの地に留まったユダヤ人たちも、会堂での活動を継続した。 
      ⑥両者にとって、会堂は神殿での礼拝を補完するものとなった。 
      ⑦紀元 1 世紀、イスラエルの地には 480 の会堂があったとされる。 
      ⑧会堂は、その地におけるユダヤ人の生活の中心となった。 
        ＊イスラエルの地においても、ディアスポラの地においても、そう言える。 
        ＊コミュニティセンター 
        ＊礼拝、祈り、説教の場 
        ＊冠婚葬祭の場 
        ＊時事問題を論じる場 
        ＊学校（成人学校、子どものための学校、改宗者のための学校） 
      ⑨会堂は、水辺の近くに建てられた。洗礼槽のための水。 
      ⑩会堂は、パウロの伝道旅行のためのインフラストラクチャーとなった。 
      ⑪ディアスポラの地では、会堂のそばに宿屋が建てられることが多かった。 
 
結論 
  1．ルカ 3：1～2 
Luk 3:1  皇帝テベリオの治世の第十五年、ポンテオ・ピラトがユダヤの総督、ヘロデがガ

リラヤの国主、その兄弟ピリポがイツリヤとテラコニテ地方の国主、ルサニヤがアビレネ

の国主であり、  
Luk 3:2  アンナスとカヤパが大祭司であったころ、神のことばが、荒野でザカリヤの子ヨ

ハネに下った。 
 
  2．ガラ 4：4 
Gal 4:4  しかし定めの時が来たので、神はご自分の御子を遣わし、この方を、女から生ま

れた者、また律法の下にある者となさいました。  


